
　「20年の歳月はきらきら光る財産です。」と、今まで支えてくれた家族や友人に感謝する新成人の皆さん。
晴れて成人の日を迎えた喜びをかみしめながら、「大人になるという自覚を持って歩んでいきます。」と決意
しました。日本の復興元年といわれる2012年を出発点として、これからの大いなる活躍が期待されます。

（新成人該当者数826人、成人式出席者数646人）
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阿
南
市
消
防
出
初
式

　

新
春
恒
例
の
阿
南
市
消
防
出
初
式
が

１
月
８
日
、
夢
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
参

集
し
た
約
６
０
０
人
の
消
防
団
員
・
消

防
職
員
が
、
消
防
活
動
へ
の
決
意
を
新

た
に
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
岩
浅
市
長
は
、「
昨
年
は
、

記
録
的
な
自
然
災
害
が
日
本
各
地
を
襲

い
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

な
か
で
も
東
日
本
大
震
災
で
は
、
苛
酷

な
状
況
の
な
か
、
自
ら
が
被
災
し
な
が

ら
も
懸
命
の
救
助
活
動
、
復
旧
活
動
を

行
っ
た
消
防
団
員
、
消
防
職
員
に
は
頭

が
下
が
る
思
い
と
同
時
に
、
消
防
に
対

す
る
市
民
の
期
待
と
信
頼
は
ま
す
ま
す

高
ま
っ
た
も
の
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
実
情
に
精
通
し
た
消
防
団
は
、

地
域
住
民
の
安
心
・
安
全
を
守
る
う
え

で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
大
き
な
存
在

で
あ
り
、
新
た
な
決
意
を
も
っ
て
消
防

活
動
に
精
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
。」

と
式
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
中
川
消
防
団
長
か
ら
訓
辞

が
行
わ
れ
、
長
年
に
わ
た
り
消
防
団
活

動
に
功
績
が
あ
っ
た
次
の
方
々
に
対
し

て
、
表
彰
状
並
び
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

地域防災の要　消防団員・消防職員が決意を新たに



徳
島
県
知
事
表
彰

▼
矢
野
明
人
・
山
本
秀
樹
（
以
上
富

岡
分
団
）
▼
丸
中
正
勝
・
泉　

宣
礼

（
以
上
中
野
島
分
団
）
▼
仁
木
修
一

（
宝
田
分
団
）
▼
林　

博
之
・
松
田

諭
（
以
上
長
生
分
団
）
▼
中
道
信
弘

（
大
野
分
団
）
▼
佐
竹
信
夫
（
加
茂

谷
分
団
）
▼
吉
積
秀
人
（
見
能
林
分

団
）
▼
樫
詰
久
生
（
橘
分
団
）
▼
青

木
孝
文
・
宮
本
浩
二
（
以
上
桑
野
分

団
）
▼
森　

稔
則
・
金
久　

博
（
以

上
新
野
分
団
）
▼
井
馬
輝
郎
（
福
井

分
団
）
▼
西
内　

弘
（
椿
分
団
）
▼

高
鶴　

覚
（
那
賀
川
分
団
）
▼
牛
城

忠（
羽
ノ
浦
分
団
）▼
川
島　

茂（
消

防
本
部
）

徳
島
県
消
防
協
会
長
表
彰

（
功
績
章
）

▼
新
居
正
司
（
富
岡
分
団
）
▼
田
上

昌
德
（
中
野
島
分
団
）
▼
藤
川
英
明

（
宝
田
分
団
）
▼
久
積
和
仁
（
長
生

分
団
）
▼
清
原
義
之
・
秦
野　

毅
（
以

上
大
野
分
団
）
▼
吉
川　

登
・
山
本

茂
晴
（
以
上
加
茂
谷
分
団
）
▼
西　

裕
司
（
見
能
林
分
団
）
▼
樫
詰
久
生

（
橘
分
団
）
▼
清
本
宜
計
・
前
田
隆

志
（
以
上
桑
野
分
団
）
▼
上
田
晴
美

（
新
野
分
団
）
▼
福
谷
一
憲
（
福
井

分
団
）
▼
笠
井
英
司
（
椿
分
団
）
▼

橋
本
剛
人
（
那
賀
川
分
団
）
▼
牛
城

忠
（
羽
ノ
浦
分
団
）

（
精
績
章
）

▼
竹
内
啓
二
・
谷
本
弘
行
・
濱
田　

勉
（
以
上
富
岡
分
団
）
▼
中
西
英
樹

（
中
野
島
分
団
）
▼
武
田
仁
志
（
宝

田
分
団
）
▼
野
口
洋
明
・
久
積
芳
之
・

石
川　

稔
（
以
上
長
生
分
団
）
▼
岸

本　

操
・
谷　

芳
彦
・
中
田
恭
文
（
以

上
加
茂
谷
分
団
）
▼
福
本
忠
義
・
早

苗　

孝･

杉
本
孝
史
（
以
上
見
能
林

分
団
）
▼
四
宮　

浩
・
沖
野
一
典
（
以

上
橘
分
団
）
▼
小
山
一
樹
・
村
上
秀

樹
・
元
山
正
和
（
以
上
桑
野
分
団
）

▼
四
宮
照
造
・
大
西
正
章
・
金
久　

博
（
以
上
新
野
分
団
）
▼
井
坂
利
章

（
福
井
分
団
）
▼
神
野
梅
夫
・
神
野

義
広
（
以
上
椿
分
団
）
▼
渡
川
圭
介
・

山
田
浩
司
・
美
馬
孝
史
（
以
上
那
賀

川
分
団
）
▼
池
添
敬
介
・
武
田　

進
・

中
野
高
資
（
以
上
羽
ノ
浦
分
団
）

阿
南
市
消
防
長
表
彰

▼
福
永
亮
一
・
吉
岡
心
治
・
前
川
正

幸
（
以
上
富
岡
分
団
）
▼
幸
田　

治
・

中
西
啓
喜
・
杉
山
武
利
（
以
上
中
野

島
分
団
）
▼
武
田
仁
志
（
宝
田
分
団
）

▼
手
塚
康
博
・
前
田　

淳
（
以
上
長

生
分
団
）
▼
清
原
敏
裕
・
丸
山
紀
明
・

谷
口
智
映
・
尾
崎
正
典
・
四
宮
昌
明

（
以
上
大
野
分
団
）
▼
奥
田
哲
也
・

福
井
勝
也
・
細
川
茂
樹
・
切
塚　

久
・

竹
内
雄
紀
・
野
村
朋
之
・
吉
川
裕
之
・

片
山　

修
・
原　

誠
一
・
町
田
真
一
・

天
野
秀
紀
・
天
野
善
夫
・
町
田
稔
彦
・

柳
澤　

学
（
以
上
加
茂
谷
分
団
）
▼

福
田
和
也
・
上
手
大
介
（
以
上
見
能

林
分
団
）
▼
柳
田
良
昭
・
田
村
信
一
・

中
谷
喜
代
治
（
以
上
桑
野
分
団
）
▼

白　

義
招
・
阿
地
康
弘
・
鶴
羽
智
陽
・

西
村
仁
志
・
廣
瀨　

真
（
以
上
新
野

分
団
）
▼
浦
山
浩
典
・
日
下
勇
城
（
以

上
福
井
分
団
）
▼
生
田　

豊
・
八
原

幸
生
（
以
上
椿
分
団
）
▼
佐
久
間　

淳
・
吉
田
博
信
・
西
田
力
也
・
炭
谷

徹
・
米
澤
洋
介
（
以
上
那
賀
川
分
団
）

▼
中
島
功
貴
・
福
良
光
章
・
福
良
恭

秀
・
遠
野
喜
伸
・
長
坂
厚
志
（
以
上

羽
ノ
浦
分
団
）

阿
南
市
消
防
団
長
表
彰

▼
村
野
久
美
・
中
川
静
香
（
以
上
団

本
部
）
▼
森
行　

太
・
橋
本
広
宣
・

立
石
敬
輔
（
以
上
富
岡
分
団
）
▼
藤

野
佳
孝
・
萩
野
隆
也
・
澤
野
賢
次
（
以

上
中
野
島
分
団
）
▼
泉　

和
博
・
武

市
篤
浩
・
厚
田
雅
志
・
湯
浅
優
人
・

城　

芳
孝
・
橋
本　

潤
・
仁
木
誠
志

（
以
上
宝
田
分
団
）
▼
岡
久
義
史
・

小
島　

司
（
以
上
長
生
分
団
）
▼
奥

谷　

裕
（
大
野
分
団
）
▼
湯
浅
雅
之
・

片
山
聡
司
（
以
上
加
茂
谷
分
団
）
▼

美
馬
功
司
・
渡
邊
竜
也
・
今
冶
広
行
・

松
本
匡
史
（
以
上
見
能
林
分
団
）
▼

嘉
見
修
一
・
宮
本　

武
・
田
村
正
樹
・

西
内
章
悟
・
中
島
英
人
・
笹
田
知
広

（
以
上
桑
野
分
団
）
▼
髙
瀬
欽
庸
・

天
羽
俊
暁
・
鶴
羽　

哲
・
泉　

保
久

（
以
上
新
野
分
団
）
▼
岨　

裕
幸
・

泰
地
輝
雄
・
野
村
拓
也
・
藤
木
英
之
・

井
坂　

博
（
以
上
福
井
分
団
）
▼
田

井
啓
吾
・
馬
詰
勤
考
・
神
野
航
平
・

神
野
譲
二
・
神
野
隼
平
（
以
上
椿
分

団
）
▼
中
村
祐
陽
・
庄
野
武
志
・
坂

部
宣
行
・
小
松
貴
明
・
松
下
宗
史
・

瀧　

貴
美
雄
・
深
川　

勲
・
井
筒
達

史
（
以
上
那
賀
川
分
団
）
▼
國
分
則

之
・
住
友
達
也
（
以
上
羽
ノ
浦
分
団
）

徳
島
県
消
防
協
会
長
感
謝
状

（
内
助
功
績
）

▼
藤
倉
和
子
（
団
本
部
）
▼
松
本
清

美
・
前
田
早
苗
・
高
田
郁
代
（
以
上

富
岡
分
団
）
▼
田
上
真
由
美
（
中
野

島
分
団
）
▼
西
本　

恵
（
大
野
分
団
）

田
村
順
子
・
石
川
真
里
子
（
以
上
長

生
分
団
）
▼
小
野
恵
理
子
・
小
野
愛

子
・
山
下
由
美
・
中
野
和
子
（
以
上

加
茂
谷
分
団
）
▼
炭
谷
真
理
子
（
見

能
林
分
団
）
▼
生
田
美
智
代
（
橘
分

団
）
▼
山
田
美
智
子
（
桑
野
分
団
）

▼
島
村
厚
子
（
新
野
分
団
）
▼
井
坂

福
代
・
阿
部
信
子
（
以
上
福
井
分
団
）

▼
林　

美
恵
・
岩
佐
ド
ー
リ
（
以
上

羽
ノ
浦
分
団
）

阿
南
警
察
署
長
感
謝
状

（
防
犯
功
労
）

▼
椿
分
団
▼
那
賀
川
分
団

阿
南
市
長
感
謝
状

（
内
助
功
績
）

▼
近
藤
美
恵
子
・
谷
本
か
ほ
り
・
濱

田
由
美
（
以
上
富
岡
分
団
）
▼
丸
中

美
佐
江
（
中
野
島
分
団
）
▼
佐
竹
浩

美
・
佐
竹
奈
々
絵
・
佐
々
君
代
・
久

保
ヌ
イ
コ
・
阿
竹
夫
貴
子
・
佐
竹
ヤ

ス
ノ
・
原　

や
代
い
（
以
上
加
茂
谷

分
団
）
▼
尾
崎
淳
子
（
見
能
林
分
団
）

▼
樫
詰
博
美
（
橘
分
団
）
▼
折
野
百

合
子
・
森　

浩
子
（
以
上
新
野
分
団
）

▼
岡
本
隆
実
・
福
野
小
夜
子
・
友
成

葉
子
（
以
上
加
茂
谷
分
団
）

（
早
期
発
見
・
初
期
消
火
協
力
者
）

▼
松
本
義
昭
・
松
本
大
詩
・
藤
倉
麻

央
・
篠
本
眞
子
（
以
上
上
中
町
）
▼

四
宮
光
士
郎
・
萩
原　

元
（
以
上
宝

田
町
）

阿
南
市
消
防
団
長
感
謝
状

（
年
間
無
火
災
）

▼
加
茂
谷
分
団
▼
椿
分
団

問
い
合
わ
せ
は　
消
防
本
部
警
防
課

（
☎
22

−

３
７
９
６
）
へ

※
お
名
前
の
表
記
に
つ
い
て
は
、
可
能

な
限
り
人
名
用
漢
字
を
基
本
と
し
て
い

ま
す
が
、
一
部
の
方
に
つ
い
て
は
常
用

漢
字
を
用
い
て
い
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

式典で式辞を述べる岩浅市長。
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【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】

▼
中
学
男
子　

若
木
・
前
川
（
阿
南

中
）
▼
同
女
子　

井
先
・
多
田
（
阿

南
二
中
）
▼
一
般
男
子　

美
馬
・
浅

野
（
阿
南
ク
）
▼
同
女
子　

畭
尾
・

前
川
（
ア
イ
ビ
ー
）
▼
成
年
男
子　

鵜
尾
・
吉
田
（
阿
南
ク
）

【
硬
式
テ
ニ
ス
】

▼
小
学
普
及
ク
ラ
ス　

篠
原
瑠
那

（
富
岡
小
）
▼
同
オ
ー
プ
ン
ク
ラ
ス

校
條
僚
也
（
羽
ノ
浦
小
）
▼
中
学
女

子　

森
吉
瑠
璃
子
（
富
岡
東
中
）
▼

高
校
男
子　

松
田
拓
弥（
阿
南
高
専
）

▼
同
女
子　

池
内
莉
紗（
阿
南
高
専
）

▼
一
般
男
子　

甘
利
・
出
口
（
Ｔ
＆

Ｍ
・
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
）
▼
同
女
子　

由
岐

中
・
中
飯
（
シ
オ
ン
）
▼
シ
ニ
ア　

青
チ
ー
ム

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】

▼
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
２
部　

西
平
知

加
（
長
生
ク
ラ
ブ
）
▼
同
３
部　

友

成
花
音
（
羽
ノ
浦
小
）
▼
女
子
ダ
ブ

ル
ス
２
部　

西
平
知
加
・
福
田
陽
子

▼
同
３
部　

数
藤
夏
帆
・
友
成
花
音

▼
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
２
部　

小
磯
和

弘
（
羽
ノ
浦
体
協
）
▼
同
３
部　

中

西
宏
友
（
四
国
電
力
）
▼
男
子
ダ
ブ

ル
ス　

井
村
健
太
郎
・
芝
井
功
喜

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
】

一
般
男
子　

四
電
Ａ
Ｐ
Ｓ

一
般
女
子　

橘
体
協
女
子
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
部

【
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
】	
阿
南
東

【
サ
ッ
カ
ー
】

▼
Ｕ
12　

那
賀
川
Ｆ
Ｃ
▼
Ｕ
11
グ
ル

ー
プ
１　

富
岡
Ｆ
Ｃ
▼
Ｕ
11
グ
ル
ー

プ
２　

Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ｏ　

Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｅ
Ｚ
Ａ

▼
Ｕ
９　

見
能
林
Ｆ
Ｃ

【
剣
道
】

▼
小
学
団
体　

阿
南
少
年
剣
道
教
室

▼
同
個
人　

朝
田
萌
香
（
至
誠
館
）

▼
中
学
男
子
団
体　

那
賀
川
中
学
校

▼
同
個
人　

福
田
峻
斗（
羽
ノ
浦
中
）

▼
中
学
女
子
団
体　

那
賀
川
中
学
校

▼
同
個
人　

丸
岡
由
理
奈
（
富
岡
東

中
）

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】

男
子　

椿
体
協

女
子　

見
能
林
体
協

【
銃
剣
道
】

▼
一
般　

東
川　

均
▼
高
齢　

小
倉

平
吉
▼
短
剣　

東
川　

均

【
柔
道
】

▼
幼
児　

井
本
真
平
▼
小
学
１
年　

中
野
善
一
郎
▼
同
２
年　

樋
富
力
斗

▼
同
３
年　

川
元
翔
太
▼
同
４
年　

森　

郁
人
▼
同
５
年　

吉
田　

恵
▼

同
６
年　

竹
内
翔
雅
▼
中
学
男
子　

井
上
勇
太
▼
同
女
子　

延
口
美
咲
▼

高
校
・
一
般
（
段
外
）　

岡　

智
哉

▼
同
（
有
段
）　

広
瀬　

舜
▼
同
（
団

体
）　

広
瀬
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
▼
一
般
女

子　

井
本
友
子

【
相
撲
】

▼
小
学
男
子
団
体　

今
津
小
Ａ
▼
同

女
子
団
体　

中
野
島
小
▼
小
学
４
年

男
子
Ａ　

手
塚
康
介
（
長
生
小
）
▼

同
男
子
Ｂ　

湯
浅　

明
（
福
井
小
）

▼
同
女
子　

加
美
風
花（
中
野
島
小
）

▼
小
学
５
年
男
子
Ａ　

國
行
嘉
唯

（
橘
小
）
▼
同
男
子
Ｂ　

石
橋
将
哉

（
富
岡
小
）
▼
同
女
子　

林　

理
紗

（
中
野
島
小
）
▼
小
学
６
年
男
子
Ａ

中
西　

樹
（
橘
小
）
▼
同
男
子
Ｂ　

今
川
海
斗
（
中
野
島
小
）
▼
同
女
子

山
本
歩
未
（
福
井
小
）
▼
中
学
１
年

井
上
勇
太
（
阿
南
中
）
▼
中
学
総
合

井
上
勇
太
（
阿
南
中
）

【
軟
式
野
球
】

一
般　

長
生
体
協

壮
年　

見
能
林
体
協

【
卓
球
】

男
子　

み
な
み
ク
ラ
ブ

女
子　

ほ
た
る
ク
ラ
ブ

【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
】

男
子　

桑
野
ク
ラ
ブ

【
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
】

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク　

湯
浅　

淳
（
Ｇ
Ｇ
吉

井
）

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク　

高
田
敏
之（
福
の
会
）

【
ホ
ッ
ケ
ー
】

Ａ
リ
ー
グ　

徳
島
ク
ラ
ブ

Ｂ
リ
ー
グ　

阿
南
工
業
高
１
年

【
体
操
】

幼
児　
▼
奨
励
賞　

木
田
愛
祐
・
前

田　

豊
・
山
澤
舜
花
・
山
澤
斉
周
・

上
原
健
斗
・
川
田
愛
斗
・
中
川　

凌
・
天
羽
千
尋

　

昨
年
、
８
月
17
日
に
開
幕
し
ま

し
た
「
平
成
23
年
度
阿
南
市
体
育

祭
」
は
、
12
月
18
日
の
体
操
競
技

を
も
っ
て
全
日
程
が
終
了
し
ま
し

た
。
約
３
２
０
０
人
の
ス
ポ
ー
ツ

愛
好
家
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て
熱

戦
を
繰
り
広
げ
、
20
競
技
に
お
け

る
優
秀
者
お
よ
び
優
秀
団
体
が
次

の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
の
で
、

発
表
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

※
（　

）
内
は
所
属

平
成
23
年
度	

阿
南
市
体
育
祭

優
秀
者
・

優
秀
団
体

発
表
（
敬
称
略
）
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光のまちステーションプラザ
２月の催し

　■展示コーナー　10:00〜20:00

趣味の手作り展　７日㈫〜19日㈰

手作り大好き三人展
　　　　　　　　21日㈫〜３月４日㈰
※初日と最終日は開催時間が異なります。

■体験会

プリザーブドフラワー
　（バレンタイン用アレンジ）
　　　　５日㈰ 10:00〜12:00
　　　　 13:00〜15:00の２回
【参加費】3,000円　　  【定員】各５人
【申込締切日】１日㈬

ミニチュア置物作り
　　　　26日㈰ 10:00〜12:00
 13:00〜15:00の２回
【参加費】700円　　　【定員】各15人
【申込締切日】25日㈯

「竹人形、星形あんどん、LEDグラス作り」
カルチャー講座を常時開催中！

問い合わせは　光のまちステーションプラザ
　　　　　　　（☎24−3141）へ

小
学
校
低
学
年　
▼
男
子
総
合　

山

下
航
汰
▼
同
マ
ッ
ト　

山
下
航
汰
▼

同
跳
び
箱　

井
内
七
音
▼
同
鉄
棒　

免
田
青
龍
▼
同
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン　

山

下
航
汰
▼
女
子
総
合　

上
原
瑚
々
奈

▼
同
マ
ッ
ト　

須
見
も
も
な
▼
同
跳

び
箱　

上
原
瑚
々
奈
▼
同
鉄
棒　

上

原
瑚
々
奈
▼
同
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン　

山

下
真
依

小
学
校
高
学
年　
▼
男
子
総
合　

請

田
大
和
▼
女
子
総
合　

吉
積
麻
衣
▼

同
マ
ッ
ト　

土
肥
梨
奈
▼
同
跳
び
箱

市
岡
佑
茉
▼
同
鉄
棒　

吉
積
麻
衣
▼

同
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン　

土
肥
梨
奈

【
水
泳
】

自
由
形　
▼
小
学
１
〜
３
年
男
子
25

ｍ　

山
本
恭
平
（
富
岡
小
）
▼
同
男

子
50
ｍ　

立
石
迅
一
郎
（
今
津
小
）

▼
同
女
子　

西
谷
優
花（
羽
ノ
浦
小
）

▼
小
学
４
〜
６
年
男
子
25
ｍ　

白
濱

聖
（
富
岡
小
）
▼
同
男
子
50
ｍ　

小

川
侑
真
（
富
岡
小
）
▼
同
女
子
25
ｍ

湯
浅
詩
音
（
富
岡
小
）
▼
同
女
子
50

ｍ　

井
村
明
日
香
（
椿
泊
小
）
▼
中

学
男
子
50
ｍ　

山
田
倖
平（
阿
南
中
）

▼
同
男
子
１
０
０
ｍ　

山
田
倖
平

（
阿
南
中
）
▼
同
女
子
50
ｍ　

原
田

一
葉
（
阿
南
中
）
▼
同
女
子
１
０
０

ｍ　

原
田
一
葉
（
阿
南
中
）
▼
一
般

男
子
25
ｍ　

本
田
晴
司
▼
70
歳
以
上

男
子
25
ｍ　

瀬
底
治
宣

平
泳
ぎ　
▼
小
学
１
〜
３
年
男
子
25

ｍ　

山
本
恭
平
（
富
岡
小
）
▼
同
女

子　

北
垣
愛
乃
（
吉
井
小
）
▼
小
学

４
〜
６
年
男
子
25
ｍ　

小
島
健
太
郎

（
富
岡
小
）
▼
同
男
子
50
ｍ　

小
島

健
太
郎
（
富
岡
小
）
▼
同
女
子
25
ｍ

野
村
侑
香
（
富
岡
小
）
▼
同
女
子
50

ｍ　

野
村
侑
香
（
富
岡
小
）
▼
中
学

男
子
１
０
０
ｍ　

溝
木
隆
太
（
阿
南

中
）

背
泳
ぎ　
▼
小
学
１
〜
３
年
男
子
25

ｍ　

立
石
迅
一
郎
（
今
津
小
）
▼
同

女
子
25
ｍ　

林　

怜
花（
中
野
島
小
）

▼
小
学
４
〜
６
年
男
子
25
ｍ　

森
下

昇
（
富
岡
小
）
▼
同
女
子
25
ｍ　

溝

木
綾
友
（
富
岡
小
）
▼
同
女
子
50
ｍ

梅
本
絋
可
（
富
岡
小
）
▼
中
学
男
子

50
ｍ　

井
村
隆
二
郎
（
椿
町
中
）
▼

同
女
子
50
ｍ　

大
迫
空
美
（
富
岡
東

中
）
▼
同
女
子
１
０
０
ｍ　

大
迫
空

美
（
富
岡
東
中
）

バ
タ
フ
ラ
イ　
▼
小
学
１
〜
３
年
女

子
25
ｍ　

西
谷
優
花
（
羽
ノ
浦
小
）

▼
小
学
４
〜
６
年
男
子
25
ｍ　

小
川

侑
真
（
富
岡
小
）
▼
同
女
子
25
ｍ　

溝
木
綾
友
（
富
岡
小
）
▼
中
学
男
子

50
ｍ　

井
村
隆
二
郎
（
椿
町
中
）
▼

一
般
男
子
25
ｍ　

本
田
晴
司
▼
60
歳

以
上
25
ｍ　

湯
浅
広
美

個
人
メ
ド
レ
ー　
▼
小
学
４
〜
６
年

女
子
１
０
０
ｍ　

井
村
明
日
香
（
椿

泊
小
）
▼
中
学
男
子
２
０
０
ｍ　

山

田
修
平
（
阿
南
中
）

【
弓
道
】

団
体　

那
賀
支
部
Ｃ

男
子　

水
本　

進

女
子　

吉
田
裕
子

携
帯
ゲ
ー
ム
機
で
ア
ダ
ル
ト
サ
イ

ト
！

　

携
帯
ゲ
ー
ム
機
で
ア
ダ
ル
ト
サ
イ

ト
や
出
会
い
系
サ
イ
ト
に
関
わ
る
ト

ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
危
険
性
が

あ
り
ま
す
。
子
ど
も
が
ト
ラ
ブ
ル
に

巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
、
日
頃
か
ら
、

使
い
方
を
よ
く
話
し
合
っ
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
突
然
請
求

画
面
が
出
て
も
、
業
者
に
連
絡
し
た

り
、
お
金
を
支
払
っ
た
り
せ
ず
、
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
は　
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
（
☎
24

−

３
２
５
１
）
へ

投
資
話
に
注
意
！
今
度
は
CO2
排
出
権

　
「
今
、
CO2
排
出
権
取
引
に
投
資
す

れ
ば
、
す
ぐ
に
元
本
が
何
倍
に
も
な

り
儲
か
る
。」
と
い
っ
た
相
談
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
未
公
開
株
、
社

債
、
イ
ラ
ク
デ
ィ
ナ
ー
ル
、
医
療
機

関
債
と
次
々
と
手
を
替
え
、
品
を
替

え
た
利
殖
商
法
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

必
ず
儲
か
る
と
い
う
う
ま
い
話
は
あ

り
ま
せ
ん
。
仕
組
み
が
理
解
で
き
な

い
よ
う
な
取
引
に
は
絶
対
に
手
を
出

さ
ず
、
電
話
や
訪
問
で
勧
誘
さ
れ
て

も
き
っ
ぱ
り
と
断
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

健
康
食
品
の
勧
誘
に
気
を
つ
け
て
！

　

高
齢
者
か
ら
「『
高
血
圧
に
効
く
』

『
脳
梗
塞
を
防
ぐ
』
な
ど
と
健
康
食

品
を
勧
め
ら
れ
て
い
る
が
、
本
当

か
。」
と
い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
健
康
食
品
は
、
薬
で
は
な

く
食
品
で
す
。
過
大
な
効
果
は
期
待

で
き
ま
せ
ん
。
取
り
過
ぎ
る
と
健
康

被
害
が
起
こ
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

持
病
の
あ
る
人
は
、
事
前
に
医
師
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
高
齢
者

を
狙
っ
て
言
葉
巧
み
に
勧
誘
す
る
業

者
も
い
ま
す
。
高
齢
者
が
被
害
に
あ

わ
な
い
よ
う
に
、
周
り
に
い
る
方
の

見
守
り
が
大
切
で
す
。

阿
南
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
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お
く
り
も
の

阿
南
市
へ

●
椅
子
（
和
座
敷
用
）
20
脚

下
大
野
町　

三
枝
道
夫
様
か
ら
大

野
老
人
い
こ
い
の
家
の
施
設
充
実

品
と
し
て

●
金
一
億
円

日
亜
化
学
工
業
株
式
会
社
様
か
ら

阿
南
市
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
整
備
事
業

費
と
し
て

●
葉
牡
丹
３
０
０
鉢

新
野
町　

匿
名
希
望
の
方
か
ら
市

内
小
学
校
の
環
境
美
化
と
し
て

　
最
近
、
地
方
の
人
口
減
少
が
顕
著
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
私
た
ち
の
阿
南
市
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

出
生
数
よ
り
死
者
数
の
方
が
多
い
こ
と
を
、〝
人
口

の
自
然
減
〟
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
転
入
者
よ
り
も

転
出
者
が
多
い
こ
と
を
〝
人
口
の
社
会
減
〟
と
い
い

ま
す
。

　
阿
南
市
で
は
、
平
成
22
年
の
１
年
間
で
生
ま
れ
て

き
た
赤
ち
ゃ
ん
は
６
３
６
人
、
亡
く
な
っ
た
方
は
９

４
５
人
。
平
成
23
年
は
、
そ
れ
ぞ
れ
５
７
５
人
、
９

０
５
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
傾
向
を
推
し
量
り

ま
す
と
、
毎
年
３
０
０
人
を
超
え
る
人
口
の
自
然
減

が
続
き
、
３
年
間
で
約
千
人
の
人
口
が
減
っ
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
最
近
、
我
が
国
の
出
生
率
の
低
下
が
国
家
的
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
大
き
な
要
因
に
、
未
婚

化
、
晩
婚
化
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
を
持
つ
か
、
持

た
な
い
か
。
ま
た
何
人
持
つ
か
は
個
人
の
自
由
で
す

が
、
若
者
が
ま
ず
結
婚
を
し
て
く
れ
な
い
と
、
少
子

化
を
解
決
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
昨
年
６
月
の
、
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究

所
の
調
査
に
よ
り
ま
す
と
、
18
歳
～
34
歳
の
未
婚
者

の
う
ち
「
異
性
の
交
際
相
手
が
い
な
い
」
と
す
る
男

性
が
61
・
４
％
、
女
性
が
49
・
５
％
に
及
び
、
い
ず

− 

夫
は
太
陽
、妻
は
春
風
、子
は
ひ
ば
り 

−

−

市
長
通
信

−

お
元
気
で
す
か

阿
南
市
長
　
岩
　
浅
　
嘉
　
仁

れ
も
過
去
最
高
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
結
婚
願
望

を
持
つ
未
婚
者
は
男
女
と
も
８
割
以
上
に
上
り
、
４

割
超
が
「
結
婚
し
た
く
て
も
、出
会
い
の
場
が
な
い
」

と
い
う
実
態
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

　
昨
年
の
未
曽
有
の
大
災
害
を
経
て
、
夫
婦
や
家
族

の
絆
が
改
め
て
見
直
さ
れ
、
未
婚
の
男
女
は
「
誰
か

と
支
え
合
い
た
い
」
と
真
剣
に
願
い
、
結
婚
し
た
い

と
思
う
気
持
ち
が
高
ま
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
全
国
の
自
治
体
に
お
い
て
も
、
愛
知
県
東
海
市
の

「
結
婚
応
援
セ
ン
タ
ー
」
の
開
設
や
、
東
か
が
わ
市

の
「
マ
ジ
恋
パ
ー
テ
ィ
ー
」
等
々
、
少
子
化
対
策
や

定
住
促
進
対
策
を
具
体
化
さ
せ
て
い
ま
す
。
阿
南
市

に
お
き
ま
し
て
も
、新
年
度
か
ら
「
婚
活
支
援
係
（
仮

称
）」
を
新
設
し
、
ま
ず
結
婚
、
そ
し
て
共
働
き
で

も
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
積
極
的

に
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
夢
の
ゆ
き
つ
い
た
と
こ
ろ
に
結
婚
が
あ
る
の
で
は

な
く
て
、
結
婚
か
ら
夢
の
実
現
が
は
じ
ま
る
の
で

す
。」 

小
説
家
　
山
本
周
五
郎

　
こ
の
言
葉
を
阿
南
の
若
者
に
贈
り
ま
す
。

　
阿
南
の
若
者
よ
、
結
婚
し
よ
う
！
　

仮
庁
舎
へ
の

移
転
の
お
知
ら
せ

　

阿
南
市
役
所
庁
舎
の
建
て
替
え
に

伴
い
、
一
部
の
課
を
仮
庁
舎
等(

旧

阿
南
保
健
所
、
旧
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、

那
賀
川
支
所
・
羽
ノ
浦
支
所
等)

へ

移
転
し
ま
す
。

４
月
２
日
か
ら
移
転
す
る
課
等

【
第
２
仮
庁
舎（
旧
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）】

　

産
業
部
農
地
整
備
課

【
環
境
管
理
事
務
所
】

　

環
境
管
理
部
環
境
整
備
課

【
那
賀
川
支
所
】

　

水
道
部　

業
務
課
・
工
務
課

　

農
業
委
員
会
事
務
局

※
現
在
、
分
庁
舎
に
配
置
し
て
い
る

他
の
課
に
つ
い
て
は
、
５
月
の
連
休

に
移
転
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
く
わ

し
く
は
広
報
あ
な
ん
４
月
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
庁
舎
建
設
課
（
☎

22
−

８
２
８
５
）
へ

●
図
書
「
続
・
象
サ
ン
は
行
く
」

を
阿
南
・
那
賀
川
・
羽
ノ
浦
図
書

館
へ
各
２
冊

富
岡
町　

花
芸
安
達
流　

神
田
寿

瞳
様
か
ら
郷
土
資
料
と
し
て

阿
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

●
金
一
封　

那
賀
川
町　

磯
部
茂
彰
様
か
ら
社

会
福
祉
事
業
運
営
基
金
と
し
て

　

以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

市役所
◎

那賀川橋 大京原橋 那
賀
川
大
橋

あなん

あわなかしま

国
道
55号
バ
イ
パ
ス

にしばら

はのうら 那賀川支所
羽ノ浦支所

第１仮庁舎（旧阿南保健所）
第２仮庁舎（旧ハローワーク）

広報 6



事
務
補
助
員

（
臨
時
的
任
用
職
員
）を
募
集

　

平
成
24
年
度
に
市
役
所
お
よ
び
関

係
機
関
に
お
い
て
、
臨
時
的
に
勤
務

す
る
職
員
の
選
考
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

試
験
日　
２
月
18
日
㈯

受
験
資
格　
昭
和
27
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
６
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方
で
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作

（
文
書
作
成
・
表
計
算
等
）
が
で
き

る
こ
と
。

賃
金　
日
額
６
５
０
０
円

申
込
締
切
日　
２
月
９
日
㈭

申
込
方
法　

人
事
課
備
え
付
け
の

「
申
込
用
紙
」
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
人
事
課
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。「
申
込
用
紙
」
は
、
１
月

31
日
㈫
以
降
に
お
渡
し
し
ま
す
。

勤
務
条
件
等
問
い
合
わ
せ
は　
人
事

課
（
☎
22

−

１
１
１
２
）
へ

学
校
用
務
補
助
員

（
臨
時
的
任
用
職
員
）を
募
集

　

平
成
24
年
度
に
市
内
の
幼
稚
園
・

小
学
校
・
中
学
校
等
に
お
い
て
、
臨

時
的
に
勤
務
す
る
学
校
用
務
員
の
選

考
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

採
用
予
定
人
員　
15
人
程
度

受
験
資
格　
昭
和
27
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
６
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方
。

賃
金　
日
額
６
５
０
０
円

試
験
日　
２
月
19
日
㈰

申
込
締
切
日　
２
月
9
日
㈭

申
込
方
法　
教
育
委
員
会
総
務
課
備

え
付
け
の
「
申
込
用
紙
」
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
総
務
課
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。「
申
込
用
紙
」は
、

1
月
31
日
㈫
以
降
に
お
渡
し
し
ま
す
。

勤
務
条
件
等
問
い
合
わ
せ
は　
総
務

課
（
☎
22

−

３
２
９
９
）
へ

科
学
セ
ン
タ
ー
専
門
指
導
員

（
嘱
託
職
員
）を
募
集

　

平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
専
門
指

導
員
（
主
に
天
文
分
野
で
常
勤
の
嘱

託
職
員
）
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

採
用
予
定
人
員　
１
人

受
験
資
格　
理
工
系
も
し
く
は
教
員

養
成
系
（
理
系
）
の
四
年
制
大
学
を

卒
業
（
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
に

卒
業
見
込
み
の
方
を
含
む
。）し
た
方
。

報
酬　
月
額
19
万
５
１
０
０
円

勤
務
条
件　
社
会
保
険
、
有
給
休
暇

制
度
あ
り
。
通
勤
手
当
、
住
居
手
当
、

賞
与
、
退
職
金
は
あ
り
ま
せ
ん
。

任
用
期
間　
平
成
24
年
４
月
１
日
〜

平
成
25
年
３
月
31
日

業
務
内
容　
市
内
の
小
中
学
生
や
一

般
の
方
へ
の
科
学
指
導
お
よ
び
、
天

文
施
設
の
管
理
運
営
全
般
。
※
土
・

日
・
祝
日
の
勤
務
、
午
後
10
時
ま
で

の
夜
間
勤
務
が
あ
り
ま
す
。

面
接
日　
２
月
26
日
㈰

募
集
期
間　
２
月
１
日
㈬
〜
17
日
㈮

応
募
方
法　
自
筆
の
履
歴
書
（
Ｊ
Ｉ

Ｓ
規
格
に
準
拠
、
顔
写
真
を
貼
付
）、

卒
業
証
書
の
写
し
（
卒
業
見
込
み
の

方
は
、
大
学
が
発
行
す
る
卒
業
見
込

み
証
明
書
）、
教
員
免
許
や
学
芸
員

資
格
を
有
す
る
方
は
、
そ
れ
ら
を
証

明
す
る
書
類
の
写
し
を
封
筒
に
入
れ

て
科
学
セ
ン
タ
ー
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
（
郵
送
可
）。

問
い
合
わ
せ
は　
〒
７
７
９

−

１
２

４
３　

那
賀
川
町
上
福
井
南
川
渕
８

番
地
１　

科
学
セ
ン
タ
ー　
（
☎
42

−

１
６
０
０
）
へ

平
成
24
年
度
介
護
保
険
認
定

調
査
員（
嘱
託
職
員
）を
募
集

応
募
資
格　
看
護
師
ま
た
は
介
護
支

援
専
門
員
の
資
格
を
有
し
、
普
通
自

動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
方
。

採
用
予
定
人
員　
若
干
名

報
酬　
月
額
18
万
３
千
円

応
募
方
法　
履
歴
書
お
よ
び
免
許
証

の
写
し
を
介
護
保
険
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い（
郵
送
可
）。
面
接
の
う
え
、

採
用
を
決
定
し
ま
す
。

応
募
締
切
日　
２
月
10
日
㈮

勤
務
条
件
等
問
い
合
わ
せ
は　

〒
７
７
４

−

８
５
０
１　

富
岡
町
ト

ノ
町
12
番
地
３　

介
護
保
険
課
（
☎

22

−

１
７
９
３
）
へ

阿
南
市
成
人
大
学
講
座

35
周
年
記
念
講
演

日
時　
２
月
29
日
㈬　

午
後
５
時
45

分
〜
（
受
付
：
５
時
〜
）

場
所　
ロ
イ
ヤ
ル
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル

２
階　

サ
ロ
ー
ネ
の
間
（
富
岡
町
）

講
師　

日
本
抗
加
齢
医
学
会
評
議

員
・
日
本
音
楽
療
法
学
会
評
議
員　

板
東　

浩
さ
ん

演
題　
「
心
と
身
体
を
ず
っ
と
健
や

か
に
」

問
い
合
わ
せ
は　
生
涯
学
習
課
内
成

人
大
学
講
座
運
営
委
員
会
（
☎
22

−

３
３
９
１
）
へ

実施日 採　血　場　所 所在地 採血時間
２日
㈭

阿南テクノスクール 桑野町  9：40〜11：10
四国化工機㈱阿南食品工場 山口町 13：00〜14：00

16日
㈭ フジグラン阿南 領家町 10：00〜12：30

14：00〜16：30

23日
㈭

南部総合県民局阿南庁舎 富岡町  9：30〜11：00
阿南医師会中央病院 宝田町 12：40〜14：10
国土交通省四国地方整備局
那賀川河川事務所 領家町 15：00〜16：30

29日
㈬

㈱精研 大潟町  9：50〜11：10
バイオ科学㈱ 那賀川町 13：00〜14：10

問い合わせは　徳島県赤十字血液センター（☎088-631-3200）へ

２
月
の
献
血
実
施
一
覧

※
４
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の
み
実
施

副市長　
亀尾 貞男 氏

再
任
の
ご
あ
い
さ
つ

私
こ
と

　

市
長
の
ご
推
挙
を
い
た
だ
き
、

去
る
12
月
定
例
市
議
会
に
お
い
て
、

議
員
皆
様
の
格
別
の
ご
高
配
に
よ

り
ご
同
意
を
賜
り
、
12
月
25
日
付

け
を
も
ち
ま
し
て
阿
南
市
副
市
長

を
三
度
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

時
あ
た
か
も
、
地
方
自
治
の
あ

り
方
全
体
を
問
う
変
革
の
時
代
の

緒
に
つ
こ
う
と
す
る
重
要
な
時
期

に
、
副
市
長
と
し
て
の
重
責
、
誠

に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

こ
の
上
は
市
の
発
展
と
市
民
の

幸
せ
を
実
現
す
る
べ
く
、
市
長
の

補
佐
役
に
徹
し
な
が
ら
、
本
市
百

年
の
大
計
の
た
め
に
、
与
え
ら
れ

た
職
責
に
誠
心
向
き
合
っ
て
ま
い

り
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
の
で
、

皆
様
方
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
副
市
長

就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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戦
傷
病
者
等
の
妻
に
対
す
る

特
別
給
付
金
の
支
給

　

次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
に
該
当
す

る
戦
傷
病
者
の
妻
に
特
別
給
付
金

（
記
名
国
債
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
「
第
18
回
（
ま
た
は
第
20
回
）
特

別
給
付
金
」
の
受
給
者
で
あ
っ
て
、

夫
が
平
成
15
年
4
月
1
日
〜
平
成
18

年
9
月
30
日
ま
で
の
間
に
一
般
の
怪

我
や
病
気
で
死
亡
（
平
病
死
）
さ
れ

た
場
合
。
※
前
記
国
債
を
時
効
に
よ

り
失
権
し
た
場
合
で
も
対
象
と
な
り

ま
す
。

▼
平
成
15
年
４
月
２
日
〜
平
成
23
年

４
月
１
日
の
間
に
、
夫
が
戦
傷
病
者

と
し
て
増
加
恩
給
、
傷
病
年
金
、
特

例
傷
病
恩
給
、
障
害
年
金
等
を
初
め

て
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
。

▼
前
記
の
期
間
に
、
こ
れ
ら
の
年
金

を
受
け
て
い
る
戦
傷
病
者
の
方
と
婚

姻
を
し
た
場
合
。

請
求
期
限　
平
成
26
年
９
月
30
日

請
求
先
・
問
い
合
わ
せ
は　
市
民
生

活
課
（
☎
22

−

１
１
１
６
）
へ

高
額
療
養
費
の
支
給
申
請

　

世
帯
の
１
カ
月
間
の
医
療
費
の
自

己
負
担
額
（
一
部
負
担
金
）
が
、
そ

の
世
帯
の
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え

た
場
合
、
申
請
す
る
と
超
え
た
分
が

高
額
療
養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

阿
南
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者
が

高
額
療
養
費
に
該
当
し
た
場
合
は
、

診
療
月
の
約
２
カ
月
後
に
、
手
続
き

に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
を
世
帯
主
の

方
に
通
知
し
て
い
ま
す
。
通
知
が
届

い
た
ら
、
お
早
目
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
高
額
療
養
費
の
支
給
申
請

期
間
は
２
年
間
で
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

▼
保
険
証
ま
た
は
印
鑑

▼
世
帯
主
の
預
金
通
帳

▼
手
続
き
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

▼
領
収
書
ま
た
は
支
払
額
証
明
書

※
高
額
療
養
費
の
申
請
に
は
領
収
書

が
必
要
で
す
の
で
、
税
金
の
確
定
申

告
（
医
療
費
控
除
）
を
行
う
場
合
は
、

先
に
高
額
療
養
費
の
支
給
申
請
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
保
険
年
金
課
（
☎

22

−

１
１
１
８
）
へ

第
20
回
阿
南
市
活
竹
祭

日
時　
３
月
３
日
㈯　

午
前
10
時
〜

午
後
３
時
（
悪
天
候
時
は
３
月
４
日

㈰
に
順
延
）

場
所　
市
民
会
館
前
駐
車
場

内
容　
フ
ァ
イ
ア
ー
ダ
ン
ス
、
歌
謡

シ
ョ
ー
、
各
種
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、

あ
な
ん
丼
、
活
竹
鍋
、
特
産
品
ま
つ

り
等

問
い
合
わ
せ
は　
商
工
観
光
労
政
課

内　

阿
南
市
活
竹
祭
実
行
委
員
会
事

務
局
（
☎
22

−

３
２
９
０
）
へ

野
球
の
ま
ち
阿
南

審
判
員
等
養
成
講
習
会

日
時　
２
月
19
日
㈰　

午
後
１
時
30

分
〜
４
時
30
分

場
所　
阿
南
第
二
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
（
内
原
町
）

※
雨
天
時
は
体
育
館
で
実
施
し
ま
す
。

申
込
締
切
日　
２
月
10
日
㈮

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
野
球
の

ま
ち
推
進
課（
☎
22

−

１
２
９
７
）へ

平
成
23
年
度
「
み
ん
な
に

届
け
！
あ
っ
た
か
ハ
ー
ト
」

人
権
推
進
事
業
講
演
会

　

阿
南
市
人
権
教
育
・
啓
発
市
民
講

座
と
合
同
で
開
催
し
ま
す
。

日
時　
２
月
21
日
㈫　

午
後
１
時
30

分
〜
３
時
45
分

場
所　
夢
ホ
ー
ル
２
階　

研
修
室

内
容　
▼
人
権
コ
ン
サ
ー
ト
（
い
じ

め
に
つ
い
て
考
え
る
）
演
題
：「
し

あ
わ
せ
マ
ウ
ン
テ
ン
を
め
ざ
し
て
」

講
師
：
登
天
ポ
ー
ル
さ
ん
（
人
権
教

育
エ
ン
タ
ー
テ
ィ
ナ
ー
）

▼
講
演　

演
題
：「
嫌
な
上
司
の
傾

向
と
対
策
〜
パ
ワ
ハ
ラ
の
原
因
と
そ

の
対
策
〜
」
講
師
：
菊
原
智
明
さ
ん

（
営
業
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
関
東
学

園
大
学
経
済
学
部
講
師
）

問
い
合
わ
せ
は　

徳
島
県
人
権
課

（
☎
０
８
８

−

６
６
４

−

３
７
０
１

※
月
曜
日
は
休
み
）
へ

シ
リ
ー
ズ

環
境
と
く
ら
し
№19

「
河
川
の
水
質
の
状
況
」

　

本
市
は
、
県
下
第
二
の
河
川
、
那

賀
川
や
多
く
の
中
小
河
川
が
あ
り
、

そ
の
清
ら
か
な
川
の
流
れ
や
緑
豊
か

な
山
、
美
し
い
海
と
、
す
ば
ら
し
い

自
然
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
自

然
を
守
り
、
貴
重
な
資
源
で
あ
る
水

を
私
た
ち
の
手
で
次
世
代
に
引
き
継

い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
22
年
度
の
主
な
河
川
の
水
質

測
定
結
果
は
次
の
と
お
り
で
、
良
好

に
推
移
し
て
い
ま
す
。

平成22年度主要河川の水質測定結果

水域名
（河川名等） 地点名 類型 BOD

(mg/L)
那 賀 川 下 流 那 賀 川 橋 A 0.8
桑 野 川 上 流 桑 野 谷 橋 A 0.7
桑 野 川 下 流 富 岡 新 橋 B 1.1
岡 川 文 化 橋 B 1.5
打 樋 川 天 神 橋 C 3.3
福 井 川 大 西 橋 A 0.9
椿 川 加 茂 前 橋 A 0.7

※河川の水質汚濁の一般指標（単位は㎎/Lで表される）

※
（
基
準
値
）
類
型
Ａ
は
２
㎎
以
下
、

Ｂ
は
３
㎎
以
下
、
Ｃ
は
５
㎎
以
下
。

問
い
合
わ
せ
は　
環
境
保
全
課
（
☎

22

−

３
４
１
３
）
へ

明
谷
梅
林
ま
つ
り

期
間　
２
月
５
日
㈰
〜
３
月
20
日
㈫

　

多
数
の
ご
来
園
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

開
園
式

日
時　
２
月
５
日
㈰

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜

場
所　
明
谷
梅
林
売
店
前
（
長
生
町
）

※
有
料
駐
車
場
が
あ
り
ま
す
が
、

　

台
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は

商
工
観
光
労
政
課
（
☎
22

−

３
２
９
０
）
へ
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〒
７
７
４

−

０
０
３
０　

阿
南
市
富

岡
町
滝
の
下
４
番
地
４　

阿
南
税
務

署
（
☎
22

−

０
４
１
４
）
へ

※
自
動
音
声
案
内
に
従
っ
て
、
ご
用

件
の
番
号
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

市
税
の
納
付
に
ご
協
力
を
！

　

市
の
歳
入
の
根
幹
を
な
す
市
税
お

よ
び
各
種
料
金
の
収
入
未
済
額
の
早

期
解
消
と
負
担
の
公
平
性
を
図
り
、

累
積
滞
納
額
の
縮
減
に
努
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
次
の
日
程
に
よ
り

全
庁
一
斉
徴
収
お
よ
び
口
座
振
替
推

進
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

市
職
員
が
、
介
護
保
険
料
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
、
住
宅
使
用
料
、

水
道
使
用
料
、
保
育
料
等
の
一
斉
徴

収
と
、
市
税
の
口
座
振
替
推
進
の
た

め
に
訪
宅
し
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

期
間　
２
月
10
日
㈮
〜
17
日
㈮

納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で
！

　

市
で
は
、
納
税
に
便
利
な
口
座
振

替
制
度
の
推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

口
座
振
替
の
対
象
と
な
る
市
税
は
、

現
年
課
税
分
の
個
人
市
県
民
税
、
固

定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民
健

康
保
険
税
で
す
。

　

手
続
き
は
、
口
座
を
開
設
し
て
い

る
金
融
機
関
で
、
備
え
付
け
の
申
込

書
に
記
入
・
押
印
し
て
い
た
だ
く
だ

け
で
す
。
な
お
、
申
込
み
時
に
は
、

通
帳
お
よ
び
そ
の
届
出
印
、
納
税
義

務
者
の
印
鑑
、
納
税
通
知
書
を
金
融

機
関
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
毎
月
15
日
ま
で
に
お
申

し
込
み
い
た
だ
い
た
方
は
翌
月
末
の

納
期
限
分
か
ら
、
毎
月
16
日
以
降
に

お
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
方
は
翌
々

月
末
の
納
期
限
分
か
ら
口
座
振
替
が

開
始
と
な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
な
お
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
、
介
護
保
険
料
、

水
道
使
用
料
等
に
も
口
座
振
替
制
度

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

く
わ
し
く
は
、
納
税
課
お
よ
び
各

担
当
課
、
ま
た
は
取
扱
金
融
機
関
窓

口
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
納
税
課
（
☎
22

−

１
７
９
２
）
へ

２
月
は
滞
納
整
理
強
化
月
間

　

水
道
部
業
務
課
で
は
、
利
用
者
間

の
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、
２
月

を｢

滞
納
整
理
月
間｣

と
位
置
づ
け
、

水
道
料
金
の
納
付
相
談
な
ど
徴
収
体

制
を
強
化
し
た
取
組
を
行
い
ま
す
。

　

水
道
料
金
の
未
納
が
続
き
ま
す
と
、

滞
納
処
分
（
給
水
停
止
）
な
ど
を
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め

に
納
付
、
ま
た
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
場
所　
水
道
部
業
務
課

期
間　
２
月
１
日
㈬
〜
29
日
㈬

問
い
合
わ
せ
は　
業
務
課
（
☎
22

−

０
５
８
７
）
へ

申
告
・
納
付
の
期
間

　

申
告
書
は
ご
自
分
で
作
成
し
て
、

で
き
る
だ
け
郵
送
等
で
早
め
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
所
得
税
・
贈
与
税

　

２
月
１
日
㈬
〜
３
月
15
日
㈭

▼
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

（
個
人
事
業
者
）

　

２
月
１
日
㈬
〜
４
月
２
日
㈪

申
告
相
談

会
場　
商
工
業
振
興
セ
ン
タ
ー
２
階

展
示
ホ
ー
ル
（
Ｊ
Ｒ
阿
南
駅
東
側
）

※
駐
車
場
は
、
同
セ
ン
タ
ー
東
側
に

あ
る
商
工
業
振
興
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
間　
２
月
１
日
㈬
〜
３
月
15
日
㈭

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

※
こ
の
期
間
中
は
、
阿
南
税
務
署
庁

舎
内
に
は
申
告
相
談
会
場
を
設
け
て

お
り
ま
せ
ん
。

受
付
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

公
的
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
皆
様
へ

　

平
成
23
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合
計
額

が
４
０
０
万
円
以
下
で
、
か
つ
、
公

的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所

得
金
額
が
20
万
円
以
下
で
あ
る
場
合

に
は
、「
所
得
税
の
確
定
申
告
書
」

の
提
出
が
不
要
と
な
り
ま
し
た
。

※
こ
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
所
得
税

の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告
書
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
確
定
申
告
書
の
提
出
が
不
要
な
場

合
で
あ
っ
て
も
、
市
・
県
民
税
の
申

告
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

●
国
税
庁
Ｈ
Ｐ
か
ら
電
子
申
告

　

自
宅
か
ら
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

を
利
用
し
て
、
ｅ

−

Ｔ
ａ
ｘ
に
送
信

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
最
高
４
千
円
の
税
額
控
除

　

平
成
23
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
を
本
人
の
電
子
署
名
お
よ
び
電
子

証
明
書
を
付
し
て
申
告
期
限
内
に
ｅ

−

Ｔ
ａ
ｘ
で
行
う
と
、
所
得
税
額
か

ら
最
高
４
千
円
の
税
額
控
除
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
平
成
19
年
分
か
ら
平
成
22
年
分
ま

で
の
確
定
申
告
で
本
控
除
の
適
用
を

一
度
で
も
受
け
ら
れ
た
方
は
対
象
外

で
す
。

●
添
付
書
類
の
提
出
を
省
略

　

所
得
税
の
確
定
申
告
を
ｅ

−

Ｔ
ａ

ｘ
で
行
う
場
合
、
医
療
費
の
領
収
書

や
源
泉
徴
収
票
等
は
、
そ
の
記
載
内

容
を
入
力
し
て
送
信
す
る
こ
と
に
よ

り
、
提
出
ま
た
は
提
示
を
省
略
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。（
税
務
署
か
ら

書
類
の
提
出
ま
た
は
提
示
を
求
め
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

●
還
付
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

　

ｅ

−

Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
さ
れ
た
還
付

申
告
は
早
期
処
理
し
て
い
ま
す
。

（
３
週
間
程
度
に
短
縮
。）

振
替
納
税
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

今
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
時
代
で
す
。

振
替
納
税
は
、
現
金
を
持
ち
歩
く
必

要
が
な
く
、
う
っ
か
り
納
税
を
忘
れ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
安

全
で
便
利
な
振
替
納
税
制
度
を
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

手
続
き　
税
務
署
お
よ
び
金
融
機
関

に
備
え
付
け
の
預
貯
金
口
座
振
替
依

頼
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、

税
務
署
ま
た
は
取
引
先
の
金
融
機
関

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
日　

▼
所
得
税　

４
月
20
日
㈮

▼
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

　

４
月
25
日
㈬

電
子
納
税
（
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
）
も

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

事
前
に
税
務
署
に
届
出
等
を
し
て

お
け
ば
、
ｅ

−

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
て

電
子
申
告
等
の
後
、
簡
単
な
ク
リ
ッ

ク
操
作
に
よ
り
、
届
け
出
し
た
預
貯

金
口
座
か
ら
即
時
ま
た
は
期
日
を
指

定
し
て
国
税
を
納
付
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

申
告
書
送
付
先
・
問
い
合
わ
せ
は

税
務
署
か
ら
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
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問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
警
察
署
（
☎

22

−

０
１
１
０
）
へ

ま
し
た
。

　
「
大
き
な
地
震
の
後
に
は
津
波

が
来
る
」
こ
と
を
、
大
島
の
子
ど

も
た
ち
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
知

っ
て
い
ま
し
た
。

　

あ
ま
り
に
も
大
き
な
被
害
を
目

の
当
た
り
に
し
て
、
何
も
で
き
な

か
っ
た
自
分
を
嘆
く
だ
け
で
な
く
、

災
害
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
で
き

る
こ
と
か
ら
一
つ
ず
つ
し
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。

　

文
化
振
興
課

　
　
　
　

主
査　

高
山　

秀
樹　

　

７
月
27
日
か
ら
８
月
５
日
ま
で

の
期
間
、
宮
城
県
気
仙
沼
市
大
島

へ
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
派
遣
さ
れ
た
時
は
、

す
で
に
電
気
・
水
道
の
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
は
ほ
ぼ
復
旧
し
て
お
り
、
避

難
所
も
閉
鎖
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

住
民
生
活
は
落
ち
着
き
を
取
り
戻

し
つ
つ
あ
り
ま
し
た
が
、
津
波
で

被
害
を
受
け
た
家
屋
な
ど
の
解
体

撤
去
工
事
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、

島
内
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
瓦
礫
の

山
が
残
り
、
ど
こ
か
ら
手
を
つ
け

れ
ば
よ
い
の
か
、
い
つ
片
付
く
の

か
、
ま
っ
た
く
先
が
見
え
な
い
状

況
で
し
た
。

　

今
回
、
私
が
従
事
し
た
救
援
物

資
の
仕
分
け
作
業
で
は
、
震
災
直

後
の
「
何
で
も
必
要
」
と
い
う
段

階
か
ら
「
必
要
な
物
を
必
要
な
量

（
大
量
）」と
い
う
段
階
を
経
て「
こ

れ
か
ら
必
要
な
物
の
確
保
と
備

蓄
」
と
い
う
状
況
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
大
島
の
人
々
は
、「
徳
島

の
人
は
、
震
災
直
後
の
電
気
も
水

道
も
食
べ
る
物
も
な
い
時
か
ら
、

大
島
に
来
て
助
け
て
く
れ
た
。」

と
、
感
謝
の
言
葉
を
口
に
し
て
い

で
き
る
こ
と
か
ら
一
つ
ず
つ

被災地
からの
メッセージ

あぶない ! こんなに事故が

交通
事故

件 数
死 者
負 傷 者

219件（2,602）
1人（    8）

32人（  446）

救急 件 数
搬送人員

274件（3,061）
261人（2,940）

火災 件 数
損 害 額

2件（ 38）
0千円（60,430千円）

●阿南署管内平成23年12月分合計　(　)内は1月からの累計

土砂災害危険箇所の基礎調査を実施

基礎調査実施のご案内
　2 月から 3 月にかけて、上記の地区で土砂災害が発生
する恐れのある箇所の調査を実施します。調査に伴い、
身分証明書を携帯した調査員が、皆様の住宅の裏山など
に立ち入りをさせていただくことがあります。ご理解ご
協力の程、よろしくお願いします。なお、調査結果は、
後日、説明会などでお知らせする予定です。
基礎調査とは
　基礎調査とは、土砂災害が発生した場合に危険な区域
を把握するための調査で、土砂災害防止法に基づき実施
するものです。この調査により「土砂災害警戒区域」や

「土砂災害特別警戒区域」が明らかになります。
問い合わせは　徳島県南部総合県民局（阿南）砂防担当

（☎24−4256）または阿南市土木課（☎22−1595）へ

阿
南
警
察
署
だ
よ
り

忘
れ
な
い
で
！

自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル

　

自
転
車
に
乗
る
と
き
は
、
交
通
ル

ー
ル
を
守
っ
て
、
安
全
な
運
転
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

◎
自
転
車
は
車
道
の
左
側
通
行
が
原

則
で
、
歩
道
は
例
外
で
す
。

◎
歩
道
を
通
行
す
る
と
き
は
、
車
道

側
を
徐
行
し
ま
し
ょ
う
。

◎
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

◎
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し

ま
し
ょ
う
。 伊島町、大田井町、楠根町、十八女町、水井町、

椿泊町、長生町、深瀬町、見能林町

【
２
月
の
休
館
日
は
】
☎21-3030

6
・
13
・
20
・
27
日

か
も
だ
岬
温
泉

高
額
な
外
来
診
療
を

受
け
る
国
民
健
康
保
険・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

加
入
者
の
方
へ

　

４
月
１
日
か
ら
、
高
額
な
外
来
診

療
を
受
け
た
と
き
、
限
度
額
適
用
認

定
証
等
や
被
保
険
者
証
等
を
提
示
す

れ
ば
、
ひ
と
月
の
医
療
機
関
等
の
窓

口
で
の
支
払
い
が
一
定
の
金
額
に
と

ど
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
70
歳
未

満
の
方
と
70
歳
以
上
の
非
課
税
世
帯

の
方
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

に
加
入
の
非
課
税
世
帯
の
方
は
、
事

前
に
限
度
額
適
用
認
定
証
等
の
交
付

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、

現
在
、
限
度
額
適
用
認
定
証
等
を
お

持
ち
の
方
は
、
引
き
続
き
有
効
期
限

ま
で
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
。

　

限
度
額
適
用
認
定
証
等
を
提
示
し

な
い
場
合
は
、
従
来
ど
お
り
高
額
療

養
費
の
請
求
手
続
き
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
保
険
年
金
課
（
☎

22

−

１
１
１
８
）
ま
た
は
、
な
が
い

き
課
（
☎
22

−

８
０
６
４
）
へ

利
用
料　
一
般
５
０
０
円
、
児

童
３
０
０
円（
３
歳
未
満
無
料
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

書
き
込
ん
だ
作
業
車
。
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阿南市人権教育研究大会にご参加ください

　阿南市人権教育研究大会を次の日程で開催します。多数ご参加ください。　

趣旨　同和問題をはじめ、さまざまな人権問題を自らの課題として捉え、人権教育・啓発活動の具体的な実践について

研究する。

日時　２月４日㈯　10:00〜16:00（予定）　　参加費　700円（弁当付き）

研究内容および会場　
＜全体会＞　夢ホール（文化会館）　講演　演題　「私たちのくらしの中で〜同和問題を解決するために〜」

　　　講師　千
せん

斗
と

枝
し

グローバル教育研究所代表　山中千枝子さん

＜分科会＞

会　　名 会　　場 研　究　概　要

就 学 前 教 育
文化会館
２階　研修室

　就学前人権教育の意義と目的を明らかにし、その重要性について、保
護者・地域への啓発や教育（保育）内容をどのように実践しているか。

小・ 中 学 校 教 育
富岡公民館
２階　ホール

　心豊かでたくましい阿南の子どもを育てるために、人権意識を高めな
がら連帯感のある PTA 活動を推進しよう。
　学校・家庭・地域が連携し、一体となった地域の教育力の大切さが叫
ばれています。PTA 活動や地域活動を中心とした子ども・教職員・家
庭・地域が連携した人権教育・啓発をどのように進めているか、参会者
が思いを伝え合う中で考えていきましょう。

高 校・ 高 専・
特別支援学校教育

ロイヤルガーデン
ホテル　２階　
サローネの間 A

　「身元調査お断り」ワッペン運動の輪をさらにひろげ、一人ひとりの
人権意識の高揚を図ろう。
　−身元調査と私たちのくらし−
　高度情報化社会の到来により、たいへん便利になった反面、インター
ネットをはじめ生活のあらゆる場面において人を傷つける情報もあとを
絶ちません。今一度、一人ひとりがしあわせに生きられるために、何を
しなければならないか考えてみましょう。

社 会 教 育
文化会館
１階　視聴覚室

　人権を確立し、すべての人の命と健康が守られる社会を創ろう。
〜相手の立場に立ち、広く豊かな心を育み、人権が尊重され共に生きる
社会づくりを進めよう〜
　すべての市民が日常のさまざまな生活を「人権」と結びつけて考え、
あらゆる差別や不合理を解消する取り組みを進めるための教育・啓発活
動を共に考えましょう。

企 業・ 職 域
ロイヤルガーデン
ホテル　２階
サローネの間Ｂ・Ｃ

　市内のすべての企業が人権問題を学習し、お互いの人権を守り差別の
ない明るい職場をつくろう。
　企業内の人権教育・啓発への取り組み体制（社内指導者の養成等）を
見直し、強化することにより、企業人・社会人としての資質の向上をめ
ざした実践活動を推進しましょう。

行 　 　 　 政
ロイヤルガーデン
ホテル　別館
レジェンダ

　公務員として要請されている課題と使命を十分認識し、常に人権の視
点で業務を遂行しているか。
　「阿南市人権施策基本方針」の趣旨に基づき「人権尊重のまちづくり」
に取り組んでいるか。
　人権教育・啓発の諸事業を通じて、関係機関・職場・地域との連携を
密にした実践活動を推進しているか。

※託児を希望される方は、人権教育課へお申し込みください。

申込み・問い合わせは　人権教育課（☎22−3392）へ
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回
想
・
第
58
回
徳
島
駅
伝

懸
命
の
走
り
で

ゴ
ー
ル
に
運
ん
だ 

た
す
き
と
い
う
名 

の
絆

　

流
れ
る
汗
、
高
鳴
る
鼓
動
、
そ
し
て
広

が
る
笑
顔
。
そ
の
一
こ
ま
一
こ
ま
に
ド
ラ

マ
が
あ
り
、
感
動
が
生
ま
れ
る

−
−

。

　

新
春
の
阿
波
路
を
駆
け
抜
け
る
第
58
回

徳
島
駅
伝
が
、
１
月
４
日
か
ら
３
日
間
、

43
区
間
２
５
７
・
３
㌔
で
開
催
さ
れ
、
16

郡
市
に
よ
る
熱
い
た
す
き
リ
レ
ー
が
繰
り

広
げ
ら
れ
た
。
郷
土
の
誇
り
を
か
け
、
懸

命
の
走
り
で
た
す
き
を
つ
な
い
だ
阿
南
市

チ
ー
ム
の
３
日
間
を
追
っ
た
。

　

昨
年
、
７
位
か
ら
５
位
と
躍
進
し
た
阿

南
市
チ
ー
ム
。
さ
ら
な
る
上
位
入
賞
を
め

ざ
し
て
、
ふ
じ
色
の
た
す
き
に
思
い
を
託

し
た
。
初
日
は
海
陽
町
宍
喰
橋
か
ら
徳
島

市
ま
で
の
南
方
由
岐
コ
ー
ス
。
大
羽
選
手

の
ス
タ
ー
ト
で
始
ま
っ
た
レ
ー
ス
は
、
ベ

テ
ラ
ン
の
堅
実
な
走
り
と
中
学
生
の
活
躍

で
４
位
と
好
調
な
滑
り
出
し
を
み
せ
る
。

一
時
、
吹
雪
と
な
っ
た
阿
南
市
内
の
区
間

で
は
、
地
元
の
声
援
を
力
に
変
え
て
、
湯

口
、
岩
佐
、
吉
田
、
山
﨑
（
優
）、
和
渕

選
手
が
熱
い
走
り
を
披
露
し
た
。
圧
巻
は

最
終
ス
プ
リ
ッ
ト
（
最
終
の
３
区
間
）
の

な
で
し
こ
リ
レ
ー
。
小
松
島
警
察
署
前
か

ら
再
ス
タ
ー
ト
し
た
女
子
エ
ー
ス
の
折
野

選
手
が
、
軽
快
に
飛
ば
し
て
１
位
と
秒
差
の

２
位
で
た
す
き
を
渡
す
と
、
島
田
選
手
が
初

出
場
と
は
思
え
な
い
堂
々
た
る
走
り
で
ト
ッ

プ
争
い
を
演
じ
た
。「
入
り
は
ピ
ッ
チ
走
法
、

追
い
つ
け
ば
大
き
な
ス
ト
ラ
イ
ド
で
」。
最

終
走
者
の
岩
浅
選
手
は
冷
静
に
前
を
追
う
。

監
察
車
か
ら
聞
こ
え
る
監
督
の
声
が
力
に
な

っ
た
と
、
か
ち
ど
き
橋
の
手
前
で
一
気
に
抜

き
去
る
と
、
大
観
衆
が
待
つ
ゴ
ー
ル
に
飛
び

込
ん
だ
。「
初
め
て
の
経
験
で
感
動
し
ま
し

た
。」
と
、
初
の
区
間
賞
に
満
面
の
笑
み
を

浮
か
べ
た
。

　

２
日
目
は
徳
島
市
か
ら
三
好
市
ま
で
の
阿

北
コ
ー
ス
。
地
元
を
走
る
後
続
チ
ー
ム
が
エ

ー
ス
級
の
ラ
ン
ナ
ー
を
投
入
す
る
な
ど
、
苦

し
い
展
開
と
な
っ
た
が
、
こ
の
日
も
中
学
生

が
気
を
吐
く
。「
駅
伝
の
雰
囲
気
に
も
慣
れ
、

気
持
ち
よ
く
走
れ
ま
し
た
」。
出
場
２
回
目

の
西
條
選
手
（
福
井
中
３
年
）
が
区
間
１
位

の
走
り
で
勢
い
を
つ
け
る
と
、
初
出
場
の
川

口
選
手
（
羽
ノ
浦
中
１
年
）
が
、
力
強
い
ス

ト
ラ
イ
ド
で
最
終
区
間
の
上
り
坂
コ
ー
ス
を

制
し
た
。
家
族
に
出
迎
え
ら
れ
満
足
感
に
浸

り
な
が
ら
も
、「
明
日
は
新
人
賞
を
と
り
に

い
く
。」
と
気
持
ち
を
引
き
締
め
て
い
た
。

　

２
日
間
の
競
技
を
終
え
て
阿
南
市
は
５
位
。

「
ベ
ス
ト
メ
ン
バ
ー
で
巻
き
返
し
を
図

る
。」
と
林
監
督
は
、
ス
タ
ー
ト
に
備
え

入
念
に
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
す
る
山
﨑

（
幸
）
選
手
の
肩
を
ポ
ン
と
た
た
い
て
「
食

ら
い
つ
い
て
い
け
」
と
檄
を
飛
ば
し
た
。

　

山
﨑
兄
弟
に
よ
る
た
す
き
リ
レ
ー
で
始

ま
っ
た
最
終
日
は
、
一
路
、
徳
島
市
内
を

め
ざ
す
北
方
コ
ー
ス
。
第
２
ス
プ
リ
ッ
ト

で
再
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
稲
岡
選
手
が
、

「
前
日
の
悔
し
さ
を
ぶ
つ
け
ま
し
た
。」
と

区
間
１
位
の
力
走
で
流
れ
を
つ
く
る
と
、

続
く
吉
成
選
手
（
阿
南
中
３
年
）
も
初
出

場
な
が
ら
自
慢
の
健
脚
で
順
位
を
維
持
し

た
。「
ま
さ
か
一
番
で
来
る
と
は
」。
最
長

区
間
（
14
・
４
㌔
）
を
任
さ
れ
た
森
選
手

は
、
若
手
の
活
躍
に
奮
起
一
番
、
け
い
れ

ん
し
か
け
た
足
を
か
ば
い
な
が
ら
も
、
懸

命
の
走
り
で
上
位
チ
ー
ム
と
の
タ
イ
ム
差

を
縮
め
た
。

　

最
終
ス
プ
リ
ッ
ト
を
残
し
て
阿
南
市
は

６
位
。
５
位
美
馬
市
と
の
差
は
１
分
26
秒
。

追
う
阿
南
市
、
逃
げ
る
美
馬
市
。
両
市
に

よ
る
争
い
は
ゴ
ー
ル
ま
で
も
つ
れ
、
沿
道

を
沸
か
せ
た
。「
１
秒
差
だ
っ
た
け
ど
勝

て
て
う
れ
し
い
」。
折
野
選
手
は
快
心
の

走
り
で
区
間
賞
を
も
ぎ
取
り
、
逆
転
へ
の

望
み
を
つ
な
ぐ
。

延
べ
42
人
の
思
い

を
一
身
に
受
け
、

ゴ
ー
ル
を
め
ざ
し

た
主
将
の
武
谷
選

手
。「
何
が
起
き
る

か
わ
か
ら
な
い
の
が

駅
伝
。
最
後
ま
で
あ
き

ら
め
ず
に
走
っ
た
。」
と
、

す
べ
て
の
力
を
振
り
絞
り
ゴ

ー
ル
テ
ー
プ
を
切
っ
た
。

　

重
圧
か
ら
解
き
放
た
れ
た
選
手

た
ち
の
表
情
は
晴
れ
や
か
だ
っ
た
。
選

手
と
と
も
に
ゴ
ー
ル
し
た
喜
び
を
分
か
ち
合

っ
た
林
監
督
は
、「
結
果
は
６
位
と
一
歩
及
ば
な
か
っ

た
が
、
中
学
生
と
女
子
選
手
が
よ
く
頑
張
っ
て
く
れ
た
。
女

子
総
合
優
勝
、
中
学
生
総
合
準
優
勝
を
取
れ
た
こ
と
は
来
年

に
つ
な
が
る
。」
と
、
充
実
感
を
コ
メ
ン
ト
に
乗
せ
、
選
手

の
健
闘
を
称
え
た
。

　

同
じ
地
域
に
住
む
さ
ま
ざ
ま
な
年
代
の
選
手
が
、
１
本
の

た
す
き
を
つ
な
ぐ
こ
と
で
、
深
い
絆
が
生
ま
れ
る
。
徳
島
駅

伝
は
、
目
に
見
え
な
い
大
切
な
も
の
を
私
た
ち
に
教
え
て
く

れ
た
。
伝
統
と
チ
ー
ム
の
絆
に
ふ
れ
た
３
日
間
。
数
々
の
ド

ラ
マ
と
感
動
を
残
し
た
選
手
た
ち
の
勇
姿
を
目
に
焼
き
付
け
、

今
年
、
目
標
を
達
成
で
き
な
か
っ
た
悔
し
さ
と
経
験
を
ば
ね

に
、
阿
南
市
チ
ー
ム
の
さ
ら
な
る
飛
躍
を
心
か
ら
祈
り
た
い
。



価
値
あ
る

６
位
入
賞
！

受賞！おめでとうございます

第
16
区
区
間
賞

　
岩
浅
葉
月
さ
ん

優
秀
競
技
者
賞

第
41
区
区
間
賞

　
折
野
加
奈
さ
ん

新
人
賞

第
32
区
区
間
賞

　
川
口
優
香
さ
ん

優
秀
競
技
者
賞

第
27
区
区
間
賞

　
西
條
功
一
さ
ん

第
36
区
区
間
賞

　
稲
岡
哲
平
さ
ん



　

女
性
の
視
点
・
意
見
を
市
の
行
政
に
反
映
さ

せ
よ
う
と
、
自
ら
の
意
志
で
「
阿
南
市
女
性
１

０
０
人
委
員
会
」
に
参
加
し
た
総
勢
１
１
４
人

の
女
性
が
、
２
年
間
に
わ
た
り
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

　

普
段
か
ら
、
ふ
る
さ
と
阿
南
に
熱
い
思
い
を

抱
い
て
い
る
女
性
た
ち
が
、
世
代
を
超
え
て
意

見
を
交
わ
し
、
愛
す
る
郷
土
の
未
来
に
つ
い
て

考
え
ま
し
た
。
そ
の
過
程
で
、
自
分
た
ち
が
住

ん
で
い
る
ま
ち
を
見
つ
め
直
す
こ
と
が
で
き
た

こ
と
、
人
と
の
つ
な
が
り
が
で
き
た
こ
と
は
、

貴
重
な
経
験
に
な
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

活
動
一
年
目
は
、さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
調
査
・

研
究
を
行
い
、
阿
南
市
の
現
状
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。
二
年
目
か
ら
は
分
科
会
を
設
置
し
て
、

市
民
生
活
を
８
つ
の
分
野
に
分
け
て
議
論
を
重

ね
ま
し
た
。
日
ご
ろ
か
ら
感
じ
て
い
る
疑
問
や
、

ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
案
な
ど
を
ざ
っ
く
ば
ら
ん

に
話
し
合
い
、
分
科
会
長
を
中
心
と
し
て
意
見

阿南市女性100人委員会代表
町田 哲子さん（吉井町）

集
約
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
分
科
会
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
政
策

を
掘
り
下
げ
な
が
ら
、
出
さ
れ
た
意
見
を
「
提

言
」
と
い
う
形
に
し
て
い
く
作
業
は
、
ほ
と
ん

ど
の
方
が
初
め
て
の
試
み
で
あ
り
、
苦
労
の
連

続
で
し
た
。
そ
れ
で
も
み
ん
な
で
協
力
し
合
っ

て
、
何
と
か
「
提
言
書
」
に
ま
と
め
上
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。「
ほ
っ
と
し
た
」
と
い
う

の
が
率
直
な
感
想
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
家
族
の
絆
や
人
と
の

つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
人
、

組
織
の
つ
な
が
り
が
希
薄
で
は
、
い
ざ
と
い
う

時
に
助
け
合
う
の
は
困
難
で
す
。
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
職
業
人
と
し
て
、
家
庭
人
と
し
て
、

あ
る
い
は
社
会
の
構
成
員
と
し
て
、
日
ご
ろ
か

ら
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

や
責
任
を
担
う
こ
と
で
、
誰
も
が
安
心
し
て
心

豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
が
実
現
で
き
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

阿
南
市
女
性
１
０
０
人
委
員
会
は
提
言
を
も

っ
て
使
命
を
終
え
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
機

会
を
捉
え
て
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
積
極
的
に
参

画
し
、
男
女
共
同
参
画
社
会
へ
の
意
識
向
上
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

提
言
内
容
は
不
十
分
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

私
た
ち
１
１
４
人
の
熱
い
思
い
が
こ
も
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
市
政
運
営
に
反
映
し
て
い

た
だ
け
る
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。

　

阿
南
市
で
は
、
平
成
18
年
９
月
に
県
内
の

他
市
町
村
に
先
駆
け
て
「
阿
南
市
男
女
共
同

参
画
推
進
条
例
」
を
制
定
し
、
男
女
共
同
参

画
社
会
の
形
成
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推

進
し
、
豊
か
で
活
力
あ
る
社
会
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
の
強
化
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
平
成
20
年
９
月
に
は
、「
阿
南
市
男
女

共
同
参
画
推
進
基
本
計
画
」
が
策
定
さ
れ
、

毎
年
度
そ
の
進
捗
状
況
を
把
握
し
、
市
民
の

皆
様
に
公
表
し
て
、
計
画
の
着
実
な
推
進
を

図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
阿
南
市
女
性
１
０
０
人
委
員
会

の
設
置
は
、
市
長
二
期
目
の
「
あ
ら
ゆ
る
世

代
が
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
と
い

う
政
策
目
標
の
な
か
で
、「
女
性
の
積
極
的

な
参
画
を
求
め
、
女
性
の
視
点
、
女
性
の
意

見
を
市
政
に
反
映
さ
せ
た
い
。
ま
た
、
そ
う

し
た
場
所
、
機
会
を
設
け
た
い
」
と
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

　

公
募
に
よ
り
参
画
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

委
員
の
皆
様
に
は
、
２
年
間
、
熱
心
に
ご
協

議
い
た
だ
き
、
提
言
書
を
ま
と
め
て
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
と
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

提
出
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
意
見
や
ご
提
言
は
、

市
の
各
部
署
で
内
容
を
精
査
し
、
検
討
を
加

え
た
う
え
で
市
政
運
営
の
な
か
で
活
用
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
豊
か
で
活
力
あ
る
社
会
の
実
現

に
向
け
、
地
域
に
根
ざ
し
た
男
女
共
同
参
画

社
会
の
推
進
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
積
極
的

な
取
り
組
み
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

人
権
・
男
女
参
画
課　
男
女
共
同
参
画
室

女
性
の
視
点
・
意
見
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て

阿
南
市
女
性
１
０
０
人
委
員
会
が
阿
南
市
長
に
提
言

委員会を代表して岩浅阿南市長に提言書を手渡す町田哲子さんと委員の皆さん。（12月17日：富岡公民館にて）
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１
０
０
人
委
員
会
で
は
、
意
見
を
言
い
っ

放
し
で
な
く
、
そ
れ
を
文
章
に
し
て
提
言
書

を
つ
く
り
上
げ
て
い
く
こ
と
の
大
変
さ
を
痛

感
し
ま
し
た
。
提
言
書
が
出
来
上
が
っ
た
時

の
達
成
感
と
充
実
感
は
、
ひ
と
し
お
の
も
の

が
あ
り
、
い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　

団
体
の
長
で
な
け
れ
ば
な
か
な
か
意
見
を

い
う
機
会
が
な
い
な
か
で
、
公
募
で
参
画
し

た
多
く
の
方
が
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。
時
に
は
分
野
を
超
え
て
ア
ド
バ
イ
ス

し
合
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。「
自
分
た
ち

か
ら
働
き
か
け
て
い
く
こ
と
で
変
え
ら
れ
る

こ
と
も
あ
る
」。
参
加
し
た
み
ん
な
が
そ
う

実
感
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
自
身
、
多
く
の
方
と
知
り
合
い
に
な
れ

た
こ
と
も
ま
た
財
産
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

を
機
に
、
横
の
つ
な
が
り
を
さ
ら
に
広
げ
て
、

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

今
回
の
提
言
書
に
は
、
お
茶
の
間
意
見
か

ら
女
性
の
視
点
に
富
ん
だ
意
見
ま
で
、
た
く

さ
ん
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
市
の
行
政

施
策
に
反
映
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

何
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
い

た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

18
年
間
、
ふ
る
さ
と
阿
南
を
離
れ
て
い
た

私
で
す
が
、
阿
南
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
興
味

が
あ
り
、
気
軽
な
気
持
ち
で
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
う
そ
う
た
る
顔
ぶ
れ
に

場
違
い
な
気
も
し
ま
し
た
が
、
多
く
の
方
か

ら
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
地
域
の
実
情
も

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

福
祉
は
「
心
の
豊
か
さ
」
や
「
幸
福
度
」

と
い
っ
た
物
差
し
で
は
計
り
き
れ
な
い
幅
広

い
分
野
で
す
。
福
祉
に
は
ほ
と
ん
ど
関
わ
り

が
な
か
っ
た
私
で
す
が
、
分
科
会
で
は
さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
福
祉
を
必
要

と
す
る
方
の
意
見
も
、
も
っ
と
聞
い
て
み
た

か
っ
た
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

力
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
希
薄
化
が
進
む
一
方
で
、

支
え
合
い
助
け
合
う
こ
と
の
大
切
さ
を
み
ん

な
が
共
有
で
き
ま
し
た
。
私
た
ち
の
ま
ち
に

も
社
会
貢
献
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
は
た

く
さ
ん
い
る
と
思
い
ま
す
。
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
そ
う
し

た
人
々
が
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
必
要

で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

片山 美幸さん（富岡町）

長田 里美さん（福井町）

委員会を代表して岩浅阿南市長に提言書を手渡す町田哲子さんと委員の皆さん。（12月17日：富岡公民館にて）

平成21年９月    　　広報あなんで委員を公募

　　    　10月９日　114人の応募がある

　　    　12月５日　第１回　阿南市女性100人委員会開催

　　　　　            　市長から委嘱状交付

平成22年２月20日　第２回　阿南市女性100人委員会開催

　　    　４月17日　第３回　　　　　　〃

　　    　６月５日　第４回　　　　　　〃

　　    　８月28日　第５回　　　　　　〃

　　    　10月23日　第６回　　　　　　〃

　　    　12月25日　第７回　　　　　　〃

平成23年２月26日　第８回　　　　　　〃

　　    　４月23日　第９回　　　　　　〃

　　    　６月25日　第10回　　　　　　〃

　　    　８月27日　第11回　　　　　　〃

　　    　12月17日　第12回　　　　　　〃

※平成23年２月26日以降は、全体会までに各分科会で提
言書作成に向け、勉強会を開催し、提言の集約を行いま
した。

阿南市女性100人委員会の取り組み
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ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
元
社
長
の
瀬
戸
雄
三
さ
ん
の
言

葉
に
「
変
化
・
挑
戦
・
夢
・
感
動
」
が
あ
り
ま
す
。

人
間
は
死
ぬ
時
ま
で
に
い
く
つ
感
動
で
き
た
か
、

そ
の
数
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
そ
の
人
生
が
素
晴

ら
し
い
も
の
と
な
り
、
そ
し
て
感
動
す
る
た
め
に

は
、
変
化
し
、
挑
戦
し
て
、
夢
を
叶
え
な
け
れ
ば

い
け
な
い
、
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
と
と
も
に
農
業
を
取
り

巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
す
な
か
で
、
後
継
者
不

足
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
ク
リ
ア

し
て
い
く
た
め
に
は
、
行
動
を
起
こ
す
こ
と
が
何

よ
り
も
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意

味
で
は
、
女
性
の
決
断
力
と
行
動
力
は
、
社
会
の

あ
ら
ゆ
る
場
面
で
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

提
言
に
あ
た
り
、
何
も
か
も
行
政
頼
み
で
は
な

く
、
自
分
た
ち
が
頑
張
っ
て
い
れ
ば
、
行
政
も
必

ず
協
力
し
て
く
れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
日
本
女

性
会
議
開
催
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
も
ま
た
、
今
回
の

１
０
０
人
委
員
会
の
盛
り
上
が
り
の
中
で
生
ま
れ

た
目
標
の
一
つ
で
す
。

　

平
成
23
年
の
漢
字
「
絆
」
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う

に
、
市
民
と
の
つ
な
が
り
を
改
め
て
感
じ
た
女
性

１
０
０
人
委
員
会
。
新
し
い
絆
が
力
と
な
り
、
若

い
世
代
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

　

１
０
０
人
委
員
会
に
参
加
し
て
み
て
、

初
め
て
突
き
当
た
っ
た
問
題
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
ん
な
な
か
で
、
若
い
人
が
先
頭
に

立
っ
て
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

人
権
問
題
は
幅
広
く
、
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
残
っ
て
い

ま
す
。
私
た
ち
が
率
先
し
て
解
決
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
の
一
つ
で
、

女
性
が
声
を
上
げ
な
け
れ
ば
解
決
し
な
い

こ
と
も
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
回
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
方
の
み
な

ら
ず
、
そ
れ
以
外
の
方
に
も
活
動
の
輪
を

広
げ
、
で
き
る
こ
と
か
ら
少
し
ず
つ
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

阿
南
は
ど
ん
な
魅
力
を
も
っ
た
ま
ち
な

の
か
。
１
０
０
人
委
員
会
は
、
阿
南
の
ま

ち
を
改
め
て
見
つ
め
直
す
い
い
機
会
に
な

り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
ま
ち
に
は
、
人
、
物
、
風
景

な
ど
魅
力
あ
る
素
材
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
観
光
分
野
で
は
、
そ
れ
ら

が
十
分
に
生
か
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
ま
し
た
。
案
内
看
板
の
設
置

や
観
光
地
の
環
境
整
備
の
ほ
か
に
、
人
材

を
発
掘
す
る
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

「
宝
の
持
ち
ぐ
さ
れ
」
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、
市
民
が
「
宝
」
を
発
掘
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

観
光
と
い
え
ば
、
ど
う
し
て
も
新
し
い

も
の
に
目
が
い
き
が
ち
で
す
。
し
か
し
、

ブ
ー
ム
は
一
時
の
も
の
で
根
付
き
ま
せ
ん
。

そ
れ
よ
り
も
、
地
域
に
伝
わ
る
歴
史
や
文

化
に
目
を
向
け
、
地
域
の
人
々
が
知
恵
を

出
し
合
い
な
が
ら
ま
ち
全
体
を
盛
り
上
げ

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

阿
南
市
と
い
う
ま
ち
が
「
温
故
知
新
」

と
い
う
言
葉
の
ご
と
く
、
も
う
一
度
、
阿

南
の
歴
史
文
化
を
振
り
返
り
、
地
元
を
愛

す
る
市
民
を
増
や
す
こ
と
が
、
未
来
の
阿

南
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

仁木 敬子さん（宝田町）

湯浅 多賀惠さん（福井町）

野村 千寿子さん（宝田町）

　
渡
辺
晶
子
さ
ん
（
見
能
林
町
）

　

子
育
て
分
科
会
に
参
加
し
て
、
経
験
豊

富
な
先
輩
方
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
て
、
子
育
て
中
の
私
に
と

っ
て
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
機
会
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。



○高齢者の自主・自立のための地域支援をする。

○家庭・学校・地域社会が一体となって子どもを育てる体制を図る。

○人権尊重の基本理念を取り入れる。

○年齢や性別を問わず経験を活かした福祉活動により、地域福祉の向上を図る。

○公民館運営機構を見直す。 

○高速道路ＩＣ周辺を利用した阿南の農林水産業の活性化に市民の声を反映する。

○各公民館を中心に地元研究会（仮称）をつくり、観光資源を磨き、おもてなしの観光づくりに取り組む。

○エコライフのまちづくりに向けて、住民、行政、事業者が共に取り組む。

○市の各種審議会、計画策定等における委員等の男女構成比率を見直す。

○日本女性会議を開催し全国に阿南の魅力を発信する。

高齢者・自立支援分科会
１．高齢者のコミュニティーサークルの充実

２．情報提供の充実

３．高齢者の生きがいの場を確保

４．学び場を確保

子育て分科会
１．教育内容の検証と充実

２．子育て中の保護者への支援への充実

３．家庭・学校・地域社会が一体となって地域

ぐるみで子どもを育てる体制の整備

福祉分科会
１．庁舎内に「案内誘導係」（フロアマネージ

ャー）の配置

２．ボランティア専課の設置

３．災害情報の確実なる伝達

４．福祉バスの試行（循環バスのさらなる活用）

農業分科会
１．阿南の農業の担い手を支援する行政講座の開設

２．女性農業委員の擁立

３．阿南の農林水産業の発展を目的とした、高速道路

阿南ＩＣ周辺の新しい阿南のまちづくりの構築

４．日本女性会議を開催し全国に阿南の魅力を発信

観光分科会
１．阿南市内の観光名所の案内看板（道路標識等）及

び歴史的背景や外国人にも対応した看板の見直し

と設置

２．地域の観光資源発掘作業

３．阿南市の観光資源を商品化

人権分科会
１．全ての人の人権が尊重されるセンターの設立

２．人権のモデルとなる防災・新庁舎づくり

３．男女共同参画社会の実現に向けて

まちづくり分科会
１．公民館運営機構の見直し改善

２．公民館の利活用を活発化

３．市の各種審議会委員の選出の改善

４．防災計画に女性の視点を

環境分科会
１．トレイ回収の新設

２．マイバッグ運動の拡大

３．勉強会の設置

４．フリーマーケットの常設

夢ある『ふるさと阿南』を次世代へつむぐ
阿南市女性100人委員会からの提言を抜粋してご紹介します。

【提言の骨子】

【分科会提言】

※上記以外に具体例などもご提言いただきました。
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あなんカルチャー

市の文化事業や歴史などを紹介します

■村おこし伝統文化フェスティバル

　子どもの頃に見た「おまつり」の風景。阿南市内に伝
わる伝統文化の団体が一堂に会してのイベントです。
日時　２月25日㈯　10:00開演　　場所　夢ホール
入場料　無料　※入場整理券等は必要ありません。
出演団体（順不同）　 ▼ 人形浄瑠璃…中村園太夫座、山
口座木偶保存会 ▼獅子舞…原の獅子舞保存会、浦ノ内獅
子舞保存会、橘だんじり祭り西組 ▼お囃子…橘だんじり
祭り城戸組、西方祭り囃子保存会 ▼羽ノ浦地区祭りの放
映…羽ノ浦町の伝統文化を伝える会 ▼富岡地区祭りの放
映…ボランティア中年探偵団 ▼福井地区写真展示…福井
町伝統文化保存会
問い合わせは　文化会館（☎21−0808）へ

■明治大学マンドリン倶楽部演奏会

　懐かしく、親しみやすい音色のマンドリンが奏でるク
ラシックからポップスをお楽しみください。
　今回は、ゲストにデビュー60周年を迎えたペギー葉
山さんが出演します。
日時　３月２日㈮　18:30開演
場所　コスモホール（情報文化センター）
ゲスト　ペギー葉山
演奏曲　「美空ひばりメドレー」
　　　　「Ｇ線上のアリア」ほか
入場料　2,500 円（全席自由）
※当日は500円増しで、未就学児は入場できません。
チケット販売場所　情報文化センター、文化会館、
市民会館、平惣書店各店ほか。
問い合わせは　情報文化センター（☎44−5000）へ

■PARTY	GROOVE
　〜阿南ダンスフェスティバル〜　
　ワークショップと出演者募集

ワークショップ　３月10日㈯

▼入門コース（初めてのヒップホップダンス）　
　　13:30〜15:00　
　　参加費　1,000円（保険料含む）

▼初級コース（経験者）　
　　15:30〜17:00
　　参加費　2,500円（保険料含む）
場所　夢ホール（文化会館）視聴覚室
参加資格　小学３年生以上から一般の方
定員　各コース50人（申込順）
講師　ＴＡＩＣＨＩ
申込方法　３月６日㈫までに電子メールで「①名前②
年齢③コース名④連絡先電話番号⑤住所」をお送りく
ださい。
メールアドレス　bunka@city.anan.tokushima.jp

ダンスフェスティバル出演者募集
開催日時　３月11日㈰　14:00開演
場所　夢ホール（文化会館）
定員　16チーム（申込順）
申込方法　「①チーム名②代表者の氏名、連絡先、住
所③メンバー全員の氏名、ダンス名④ジャンル⑤音源

（ＣＤ）」を文化会館へ提出してください。（郵送可）
参加費　１人4,000円（入場チケット４枚付き）
申込締切日　２月26日㈰
ゲスト　ＴＡＩＣＨＩ＆ＡＯＩ

申込み・問い合わせは　
〒774−0030　阿南市富岡町西池田135番地１
文化会館（☎21−0808）へ
※個人情報は目的以外には使用しません。

科
セ
ン
タ
ー

学

メールアドレス　science@ananscience.jp

平
成
24
年
度

友
の
会
会
員
募
集

　

科
学
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
24
年
度
友
の
会
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
友
の
会
に
入
会
す
る
と
、

月
１
回
、
科
学
工
作
や
科
学
実
験
な
ど
の
特
別
事

業
に
参
加
で
き
、
夜
間
の
定
期
観
望
会
に
も
無
料

で
参
加
で
き
ま
す
。

年
会
費　
個
人
会
員　

２
千
円

　
　
　
　

家
族
会
員　

３
千
円

※
家
族
会
員
は
同
居
し
て
い
れ
ば
何
人
で
も
可
。

入
会
方
法　
科
学
セ
ン
タ
ー
備
え
付
け
の
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
年
会
費
を
添
え
て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
平
成
24
年
度
第
1
回
目
の
活
動
は
、
5
月
20
日

㈰
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

科
学
の
原
理
や
不
思
議
さ
な
ど
、
実
験
を
通
し

て
楽
し
く
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

2
月
の
実
施
日
時
と
テ
ー
マ　

　

毎
週
土
・
日
曜
日
の
午
前
11
時
〜
、
午
後
２
時

〜
の
２
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

4
日
㈯　

立
春
の
日
に
は
生
卵
が
立
つ
と
い
う
な
ぜ

5
日
㈰　

入
浴
剤
で
火
山
噴
火
の
実
験
を
し
よ
う

11
日
㈯　

日
本
の
発
電
機
を
実
験
し
よ
う

12
日
㈰　

電
子
レ
ン
ジ
で
氷
を
と
か
せ
る
か
な
？

18
日
㈯　

不
思
議
な
図
形
で
錯
視
を
体
験
し
よ
う

19
日
㈰　

ビ
ー
玉
エ
ン
ジ
ン
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う

25
日
㈯　

水
や
氷
の
レ
ン
ズ
で
も
の
を
拡
大
し
よ
う

26
日
㈰　

静
電
気
で
遊
ぼ
う

　

天
体
ド
ー
ム
故
障
の
た
め
、
3
月
ま
で
は
口
径

35
㌢
の
天
体
望
遠
鏡
を
使
っ
た
無
料
の
夜
間
天
体

観
望
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

実
施
日
時　
毎
週
土
曜
日
の
午
後
７
〜
９
時

参
加
方
法　
実
施
時
間
内
で
あ
れ
ば
自
由
に
参
加

で
き
ま
す
。
天
文
館
2
階
観
望
デ
ッ
キ
に
設
置
し

て
あ
る
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
ル
ー
フ
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

2
月
の
観
望
天
体　
木
星
、
オ
リ
オ
ン
座
大
星
雲
、

す
ば
る
、
カ
ニ
星
雲
、
ぎ
ょ
し
ゃ
座
の
散
開
星
団

な
ど
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大
お

由
ゆ

郷は大井郷説が有力である。

介
入
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

大
由
（
大
井
か
）
郷
は
す
で
に
京
都
・
鴨

神
領
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
阿
波
国
守
護
小

笠
原
氏
が
地
頭
職
に
補
任
さ
れ
て
い
る
。
下

鴨
神
社
社
家
文
書
に
よ
る
と
、
大
由
郷
は
木

材
の
主
産
地
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
、
賀
（
加
）
茂
郷
、
和
食
郷
は
永
徳

二
（
南
朝
・
弘
和
二
年
＝
一
三
八
二
）
年
曹

洞
宗
本
山
、
興
聖
寺
（
宇
治
市
）
に
寄
進
さ

れ
て
い
る
。

　

那
賀
山
庄
も
庄
内
の
移
動
が
激
し
い
が
、

荘
園
の
典
型
の
一
つ
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
終
わ
り
）

那
賀
山
庄
（
荘
）

荘
（
庄
）
園

　

荘
（
庄
）
園
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
こ
う
。

　

律り
つ
り
ょ
う令

体
制
は
土
地
の
国
有
化
、
人
民
の
一

元
的
支
配
を
基
本
と
し
た
。
統
治
も
中
央
政

府
、
国
司
、
郡
司
等
に
よ
っ
て
国
家
、
国
、

郡
を
一
系
的
に
支
配
し
た
。

　

し
か
し
、
天
平
十
五
（
七
四
三
）
年
の
墾

田
永
代
私
有
法
に
よ
っ
て
土
地
公
有
の
原
則

は
く
ず
れ
た
。
当
初
は
貴
族
・
社
寺
等
に
よ

る
開
墾
を
主
と
し
た
初
期
荘
園
が
生
ま
れ
た
。

私
有
地
で
あ
る
か
ら
不ふ

輸ゆ

、
不ふ
に
ゅ
う入

つ
ま
り
国

家
に
よ
る
税
の
徴
収
、
警
察
・
裁
判
等
権
力

の
介
入
が
除
外
さ
れ
た
。

　

以
来
、
地
方
豪
族
や
中
小
の
荘
園
主
は
中

央
の
権
力
者
、
大
社
寺
に
荘
園
を
名
義
上
寄

進
し
て
自
分
は
実
質
的
に
地
頭
と
し
て
荘
園

を
保
持
し
た
。

　

荘
園
の
増
加
は
当
然
、
国
家
財
政
の
窮
乏
化

を
招
き
、
朝
廷
は
再
三
荘
園
整
理
令
を
出
し
た

が
、
実
効
は
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
荘
園
は
戦

国
末
期
ま
で
存
在
し
た
。

那
賀
山
庄

　

那
賀
山
庄
（
荘
）
は
後
白
河
院
領
で
あ
っ
た

が
、
同
上
皇
か
ら
皇
女
宣
陽
門
院
に
譲
ら
れ
、

更
に
同
院
か
ら
長
講
堂
に
寄
進
さ
れ
た
。
や
が

て
天
竜
寺
の
請
所
と
な
り
実
質
的
に
は
天
竜
寺

領
と
な
っ
た
。

　

同
庄
の
区
域
は
阿
南
市
加
茂
谷
、
那
賀
郡
木

沢
村
、
木
頭
村
、
相
生
町
、
鷲
敷
町
、
那
賀
川

町
（
中
島
を
除
く
）
に
及
ん
だ
。

　

庄
域
は
那
賀
川
の
ほ
ぼ
全
流
域
に
わ
た
る
広

大
な
も
の
で
平
島
郷
、
大お

由ゆ

郷
、
加
茂
郷
、
和

食
郷
、
延
野
郷
、
仁
宇
郷
を
包
括
し
て
い
る
。

　

暦
応
三
（
南
朝
・
興
国
元
年
＝
一
三
四
〇
）

年
六
月
十
五
日
、
足
利
尊
氏
か
ら
天
竜
寺
造
営

料
所
と
し
て
こ
の
庄
の
地
頭
職
を
天
竜
寺
へ
寄

進
し
て
い
る
。
尊
氏
は
後
醍
醐
天
皇
の
た
め
暦

応
寺
（
の
ち
天
竜
寺
と
改
称
）
の
建
立
に
と
り

か
か
っ
た
。
造
営
料
所
の
一
つ
と
し
て
那
賀
山

庄
が
寄
進
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
暦
応
四
年
那

賀
山
庄
地
頭
職
は
那
賀
山
庄
山
手
分
（
河
手
分

を
除
く
）
に
変
更
し
て
い
る
。

　

天
竜
寺
は
貞
和
元
（
南
朝
・
興
国
六
年
＝
一

三
四
五
）
年
八
月
落
成
し
た
が
、
延
文
三
（
一

三
五
八
）
年
、
貞
治
六
（
一
三
六
七
）
年
火
災

に
あ
っ
た
。
朝
廷
で
は
天
竜
寺
の
再
建
に
着
手
。

再
建
料
所
と
し
て
那
賀
山
庄
内
の
平
島
郷
、
大

由
郷
を
寄
進
し
て
い
る
。
た
だ
し
地
方
武
士
の

押
領
あ
る
場
合
は
寄
進
出
来
な
い
と
た
だ
し
書

を
付
け
て
い
る
。
当
時
、
地
方
豪
族
が
荘
園
に

阿
南
市
の
文
化
財

阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会

会
長　

湯　
浅　
良　
幸

阿
南

 

ふ
る
さ
と探

訪
其
の
71

　

科
学
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
24
年
度
友
の
会
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
友
の
会
に
入
会
す
る
と
、

月
１
回
、
科
学
工
作
や
科
学
実
験
な
ど
の
特
別
事

業
に
参
加
で
き
、
夜
間
の
定
期
観
望
会
に
も
無
料

で
参
加
で
き
ま
す
。

年
会
費　
個
人
会
員　

２
千
円

　
　
　
　

家
族
会
員　

３
千
円

※
家
族
会
員
は
同
居
し
て
い
れ
ば
何
人
で
も
可
。

入
会
方
法　
科
学
セ
ン
タ
ー
備
え
付
け
の
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
年
会
費
を
添
え
て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
平
成
24
年
度
第
1
回
目
の
活
動
は
、
5
月
20
日

㈰
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

お
も
し
ろ
科
学
実
験（
無
料
）

　

科
学
の
原
理
や
不
思
議
さ
な
ど
、
実
験
を
通
し

て
楽
し
く
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

2
月
の
実
施
日
時
と
テ
ー
マ　

　

毎
週
土
・
日
曜
日
の
午
前
11
時
〜
、
午
後
２
時

〜
の
２
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

4
日
㈯　

立
春
の
日
に
は
生
卵
が
立
つ
と
い
う
な
ぜ

5
日
㈰　

入
浴
剤
で
火
山
噴
火
の
実
験
を
し
よ
う

11
日
㈯　

日
本
の
発
電
機
を
実
験
し
よ
う

12
日
㈰　

電
子
レ
ン
ジ
で
氷
を
と
か
せ
る
か
な
？

18
日
㈯　

不
思
議
な
図
形
で
錯
視
を
体
験
し
よ
う

19
日
㈰　

ビ
ー
玉
エ
ン
ジ
ン
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う

25
日
㈯　

水
や
氷
の
レ
ン
ズ
で
も
の
を
拡
大
し
よ
う

26
日
㈰　

静
電
気
で
遊
ぼ
う

夜
間
天
体
観
望
会（
無
料
予
約
不
要
）

　

天
体
ド
ー
ム
故
障
の
た
め
、
3
月
ま
で
は
口
径

35
㌢
の
天
体
望
遠
鏡
を
使
っ
た
無
料
の
夜
間
天
体

観
望
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

実
施
日
時　
毎
週
土
曜
日
の
午
後
７
〜
９
時

参
加
方
法　
実
施
時
間
内
で
あ
れ
ば
自
由
に
参
加

で
き
ま
す
。
天
文
館
2
階
観
望
デ
ッ
キ
に
設
置
し

て
あ
る
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
ル
ー
フ
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

2
月
の
観
望
天
体　
木
星
、
オ
リ
オ
ン
座
大
星
雲
、

す
ば
る
、
カ
ニ
星
雲
、
ぎ
ょ
し
ゃ
座
の
散
開
星
団

な
ど問

い
合
わ
せ
は　
科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42

−

１
６
０
０
）
へ

２
月
の
休
館
日

６
日
㈪
、
13
日
㈪
、
20
日
㈪
、
27
日
㈪

　

先
月
号
に
掲
載
し
た
写
真
の
説
明
書
き

が
「
伊
島
の
町
並
み
」
と
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、「
沼
島
の
町
並
み
」
の
間
違
い
で
す
。

　

お
詫
び
し
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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449

市
民
文
芸

　
　
　

車
田
マ
サ
子

総
領
に
三
代
着
せ
し
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
田
百
合
子

か
け
湯
す
る
手
桶
に
あ
そ
ぶ
柚
子
一
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田　

慶
子

コ
ス
モ
ス
を
渦
に
咲
せ
て
鳴
門
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
井　

知
昭

コ
ン
ビ
ニ
で
一
人
分
買
う
お
で
ん
か
な

　

山
野　

賢
治

養
生
の
一
日
重
ね
て
年
の
暮

　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
野　

島
女

夜
が
来
て
又
夜
が
来
る
長
い
夜

　

鎌
田　

秋
穂

陽
の
当
た
る
部
屋
追
う
て
ゆ
く
冬
籠

　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　

千
香

堂
小
春
落
成
に
見
る
子
の
名
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
賀　

義
子

残
菊
や
老
ひ
て
も
夢
は
捨
て
難
く

阿

南

川

柳

会

髙

木

旬

笑　

選

川
　
柳

　
　
　
　

 

岡
本　

福
笑

我
が
家
に
も
へ
そ
く
り
上
手
福
の
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　

臣
守　

愛
香

錆
び
て
な
ど
お
れ
ぬ
左
脳
に
活
入
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

湯
浅　

三
子

八
十
路
ま
で
生
き
て
感
謝
の
に
ぎ
り
め
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
上　

鶴
子

新
米
が
う
ま
い
う
ま
い
と
ア
ン
コ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
つ
た
え

芋
を
掘
る
土
の
匂
い
に
癒
や
さ
れ
る

阿
南
市
文
化
祭

短
歌
大
会
作
品

短
　
歌

入
選　
　
　
　
　
　

 

　

川
口　

節
子

目
を
見
張
り
息
を
呑
み
つ
つ
見
る
ニ
ュ
ー
ス
集
落
お

そ
う
深
層
崩
壊

入
選　
　

 

　
　
　
　
　

黒
部　

君
代

瓜
ト
マ
ト
朝
採
り
の
畑
に
ふ
と
亡
夫
の
気
配
が
其
処

此
処
背
を
押
し
く
る
る

入
選　
　
　

 

　
　
　
　

兼
任
ゆ
き
子

君
と
わ
れ
夢
を
語
り
き
春
浅
く
青
う
澄
み
た
る
大
里

の
浜
辺

入
選　
　

 

　
　
　
　
　

柳
川　

育
世

直
立
の
父
の
遺
影
に
凭よ

り
掛
か
る
母
の
遺
影
を
今
日

も
直
さ
ず

入
選　
　
　

 

　
　
　
　

宮
崎
喜
美
子

初
花
の
酔
芙
蓉
一
つ
揺
れ
乱
れ
台
風
通
過
を
白
く
耐

え
お
り

入
選　
　
　

 

　
　
　
　

松
原　
　

静

越
え
さ
り
て
遥
か
な
る
亡ち

父ち

と
ど
ま
り
し
赤
い
ド
レ

ス
の
五
才
の
私

入
選　
　

 

　
　
　
　
　

清　
　

善
恵

雨
の
間
の
一
日
び
よ
り
稲
を
扱こ

ぐ
月
昇
り
く
る
棚
田

の
日
暮

阿
南
市
俳
句
連
合
会
選

俳
　
句

 

久
田　

美
恵

亥
の
子
打
つ
母
の
は
る
か
や
囃
し
声

　

今
ま
で
の
人
生
、
た
く
さ
ん
の
人
々

と
の
出
会
い
が
あ
り
、
私
自
身
、
た
く

さ
ん
の
人
々
に
助
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
結
婚
・
出
産
を
経
験
し
、
子
ど

も
を
介
し
て
、
さ
ら
に
新
た
な
人
々
に

出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

題
名
に
も

あ
る
よ
う
に
、

特
に
感
謝
し

て
も
し
き
れ

な
い
の
が
、

私
の
子
ど
も

を
取
り
巻
く

先
生
方
と
の

出
会
い
で
す
。

　

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
病
院
の
小
児
科

の
先
生
に
始
ま
り
、
３
年
間
通
っ
た
幼

稚
園
の
先
生
方
。
今
現
在
、
通
っ
て
い

る
小
学
校
の
先
生
方
。
そ
し
て
、
お
け

い
こ
ご
と
の
先
生
方
な
ど
。
今
ま
で
出

会
っ
た
先
生
方
は
、
い
つ
も
子
ど
も
の

こ
と
を
気
に
か
け
て
く
だ
さ
り
、
何
か

あ
る
ご
と
に
最
善
策
を
考
え
、
良
き
方

向
へ
と
導
い
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

時
に
は
、
私
た
ち
家
族
で
は
考
え
尽
く

し
て
も
答
え
が
出
な
い
よ
う
な
こ
と
も
、

親
身
に
な
っ
て
一
緒
に
考
え
て
く
だ
さ
っ

た
り
。
ま
た
、
私
の
知
ら
な
か
っ
た
子
ど

も
の
一
面
を
見
抜
き
、
伸
ば
し
て
く
だ
さ

い
ま
す
。

　

近
頃
の
学
校
の
先
生
は
、
昔
の
先
生
と

は
違
う
と
い
う
人
も
い
ま
す
が
、
本
質
は

変
わ
っ
て
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
反
対

に
、
今
の
先
生
方
の
方
が
、
子
ど
も
の
目

線
に
ま
で
下
り
て
き
て
く
だ
さ
る
の
で
、

と
て
も
信
頼
し
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
預

け
て
い
ま
す
。
お
け
い
こ
ご
と
の
先
生
方

も
そ
う
で
す
。
常
に
子
ど
も
の
体
や
心
の

中
の
こ
と
を
心
配
し
て
く
だ
さ
り
、
何
か

の
行
事
が
あ
る
ご
と
に
、
や
る
気
を
出
さ

せ
、
激
励
し
て
く
だ
さ
り
、
ち
ゅ
う
ち
ょ

し
て
い
る
時
に
は
、
優
し

く
背
中
を
後
押
し
、
う
ま

く
い
か
な
か
っ
た
時
に
は
、

優
し
い
言
葉
を
掛
け
て
く

だ
さ
っ
た
り

−
−

。
私
が

幼
少
の
頃
に
、
こ
ん
な
素

晴
ら
し
い
先
生
方
に
出
会

え
て
い
た
ら
、
ど
ん
な
人

生
に
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う

と
う
ら
や
ま
し
く
思
う
日
も
あ
り
、
た
だ

た
だ
こ
の
今
の
環
境
に
感
謝
す
る
毎
日
で

す
。

　

母
親
に
な
っ
て
十
年
余
り
。
こ
の
年
に

な
っ
て
も
人
間
が
未
熟
で
、
至
ら
ぬ
と
こ

ろ
ば
か
り
で
す
が
、
素
晴
ら
し
い
先
生
方

に
出
会
え
た
こ
と
に
感
謝
し
、
子
ど
も
と

共
に
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　

次
は
、
那
賀
川
町
の
笠
谷
由
香
里
さ
ん

に
お
願
い
し
ま
す
。

出
会
い
に
感
謝

日開野町
高田 悠歌里さん
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勤
労
青
少
年
が
パ
テ
ィ
シ
エ
と

ケ
ー
キ
作
り
を
楽
し
む

灯篭を灯す新田文一さん。

News Oasis

岩
脇
公
園
に
浮
か
び
上
が
る
七
光

地
域
住
民
が
願
い
を
込
め
て
灯
す

橘
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

建
設
工
事
始
ま
る

　

羽
ノ
浦
町
岩
脇
公
園
の
環
境
整
備
に
取
り
組
む
「
岩
脇
公
園
を

美
し
く
志
隊
」
の
皆
さ
ん
が
、
12
月
12
日
、
香
風
台
公
園
（
展
望

台
）
か
ら
経
塚
展
望
台
に
通
じ
る
遊
歩
道
に
、
７
つ
の
灯
篭
を
設

置
し
ま
し
た
。
夕
暮
れ
に
な
る
の
を
待
っ
て
灯
り
が
灯
さ
れ
る
と
、

妙
見
山
に
７
つ
の
光
が
浮
か
び
上
が
り
、
見
守
っ
て
い
た
会
員
か

ら
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

岩
脇
地
区
の
妙
見
山
に
は
「
取
星
寺
」
と
「
明
現
神
社
」
が
あ

り
、
古
く
か
ら
星
に
深
く
か
か
わ
る
伝
説
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
設
置
さ
れ
た
７
つ
の
灯
篭
は
、
人
々
の
守
り
星
で
七
曜
の
星

と
称
さ
れ
る
「
北
斗
七
星
」
に
見
立
て
て
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
ほ

か
に
も
、
岩
脇
地
区
が
７
つ
の
傍
示
か
ら
な
る
こ
と
や
、
参
道
に

７
つ
の
石
灯
篭
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、「
七
」
へ
の
こ
だ
わ

り
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

設
置
し
た
灯
篭
は
、
平
成
22
年
に
解
体
さ
れ
た
青
雲
城
に
使
わ

れ
て
い
た
も
の
で
、
市
販
の
懐
中
電
灯
を
取
り
付
け
、
支
柱
は
桜

づ
つ
み
公
園
の
桜
木
に
使
わ
れ
て
い
た
も
の
を
再
利
用
し
ま
し
た
。

将
来
的
に
は
太
陽
光
発
電
に
よ
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
を
設
置
し
た
い
と
夢

を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
す
。

　

願
い
事
が
叶
う
遊
歩
道
に

−
−

。
眼
下
の
那
賀
川
か
ら
も
目
視

で
き
る
七
つ
の
光
は
、
岩
脇
公
園
の
新
た
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し

て
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

橘
幼
稚
園
と
橘
保
育
所
を
統
合
す
る
橘
こ
ど
も
セ
ン

タ
ー
の
建
設
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
工
事
着
工
に
先

立
ち
、
１
月
11
日
、
建
設
地
の
旧
橘
小
学
校
跡
地
で
安

全
祈
願
祭
が
執
り
行
わ
れ
、
岩
浅
市
長
を
は
じ
め
関
係

者
約
30
人
が
出
席
し
て
、
工
事
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し

た
。

　

新
設
す
る
橘
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
２
階
建
、
延
べ
床
面
積
１
１
８
０
平
方
㍍
で
、

０
歳
〜
５
歳
児
の
定
員
90
人
（
最
大
１
１
６
人
）
を
受

け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
屋
内
施
設
に
は
、
保
育

室
や
多
目
的
室
、
遊
戯
室
、
子
育
て
支
援
室
な
ど
が
完

備
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
屋
外
に
は
遊
具
や
砂
場
、
倉
庫

の
ほ
か
、
送
迎
用
の
駐
車
場
も
整
備
さ
れ
ま
す
。

　

総
事
業
費
は
約
４
億
３
千
万
円
で
、
平
成
25
年
３
月

の
完
成
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

市
内
に
居
住
ま
た
は
職
場
を
有
す
る
35
歳
ま
で
の
勤
労

青
少
年
を
対
象
に
、
年
間
約
７
回
の
短
期
講
座
を
開
催
し

て
い
る
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
、
11
月
18
日
、
恒
例
の
ク

リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
作
り
が
開
催
さ
れ
、
15
人
が
パ
テ
ィ
シ

エ
と
の
ケ
ー
キ
作
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
椿
泊
町
で
菓
子
店
を
経
営
さ
れ
て
い
る
棚
橋

俊
介
さ
ん
（
46
歳
）。
こ
の
日
は
、
生
ク
リ
ー
ム
の
デ
コ

レ
ー
シ
ョ
ン
ケ
ー
キ
作
り
に
挑
戦
。
参
加
者
は
、
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
こ
く
の
あ
る
甘
さ
控
え
め
の
生
ク
リ
ー
ム
の

作
り
方
な
ど
を
学
び
な
が
ら
手
際
よ
く
作
業
を
進
め
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
ケ
ー
キ
を
完
成
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

　

棚
橋
さ
ん
は
、
平
成
12
年
か
ら
お
菓
子
作
り
の
出
前
講

習
会
を
始
め
ら
れ
、
そ
の
回
数
は
昨
年
12
月
で
１
０
０
回

を
数
え
ま
し
た
。「
持
っ
て
い
る
知
識
や
技
術
を
全
部
出

し
て
、
お
菓
子
作
り
の
魅
力
を
伝
え
て
い
ま
す
。
出
来
上

が
っ
た
時
の
笑
顔
を
見
る
の
が
楽
し
み
で
、
毎
回
全
力
投

球
で
臨
ん
で
い
ま
す
。」
と
棚
橋
さ
ん
。
お
菓
子
作
り
を

通
じ
て
幅
広
い
年
齢
層
の
方
と
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

受講者においしい生クリームの作り方を説明する
棚橋さん。

建設地で行われた安全祈願祭のようす。
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募
集省

エ
ネ
ル
ギ
ー
学
習
会

参
加
者
募
集

　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
等
の
見
学
や

ソ
ー
ラ
ー
ラ
ン
タ
ン
の
工
作
を
行
い

ま
す
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。

日
時　
２
月
25
日
㈯　

午
前
10
時
〜

正
午
・
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　
阿
南
工
業
高
等
専
門
学
校

対
象　
４
年
生
以
上
の
小
学
生
お
よ

び
そ
の
保
護
者

定
員　
各
回
先
着
15
組

申
込
方
法　
事
前
に
電
話
ま
た
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。http://w

w
w

.iyoics.jp/ene/

問
い
合
わ
せ
は　
イ
ヨ
テ
ツ
ケ
ー
タ

ー
サ
ー
ビ
ス
㈱
内
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

学
習
会
事
務
局
」
（
☎
０
８
９

−

９

１
３

−

７
０
０
０
）
へ

募
集薬

草（
三み

島し
ま
柴さ

い
胡こ

）の
栽
培
を

始
め
て
み
ま
せ
ん
か

　

三
島
柴
胡
と
は
、
絶
滅
が
危
惧
さ

れ
て
い
る
薬
草
の
一
つ
で
、
根
を
乾

燥
さ
せ
た
も
の
は
柴さ
い

胡こ

と
呼
ば
れ
、

漢
方
薬
の
生
薬
と
し
て
使
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

市
内
の
農
家
が
主
体
と
な
っ
て
農

家
の
所
得
確
保
や
農
業
担
い
手
の
育

成
お
よ
び
遊
休
農
地
・
耕
作
放
棄
地

の
解
消
等
を
目
的
に
三
島
柴
胡
の
栽

培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

三
島
柴
胡
の
栽
培
に
関
心
を
持
ち
、

平
成
24
年
に
栽
培
を
や
っ
て
み
よ
う

と
思
う
農
業
者
の
方
は
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
薬
草
生
産
団
体
み

の
り
の
森　

湯
浅
（
☎
35

−

１
０
０

７
）
へ

募
集15

号
文
化
あ
な
ん
原
稿
募
集

　

15
号
か
ら
、
阿
南
市
文
化
協
会
に

所
属
し
て
い
な
い
一
般
か
ら
の
す
べ

て
の
分
野
の
投
稿
に
つ
い
て
は
、
掲

載
料
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

投
稿
規
定
、
掲
載
料
な
ど
く
わ
し

い
資
料
は
文
化
振
興
課
窓
口
で
お
受

け
取
り
く
だ
さ
い
。

原
稿
締
切
日　
３
月
10
日
㈯

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
市
文
化
協
会

市民の情報ひろば

事
務
局　

松
浦
（
☎
０
９
０

−

１
５

７
２

−

６
０
７
０
）
へ

募
集

高
齢・障
害・求
職
者

雇
用
支
援
機
構　
職
業
訓
練
生

　

再
就
職
を
め
ざ
す
求
職
者
の
方
を

対
象
に
職
業
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

募
集
訓
練
科　
溶
接
加
工
科

訓
練
期
間　
３
月
１
日
㈭
〜
８
月
27

日
㈪

対
象
者　
公
共
職
業
安
定
所
に
求
職

の
申
し
込
み
を
し
て
い
る
方
な
ど
。

※
受
講
料
は
無
料
、
テ
キ
ス
ト
代
等

は
必
要
で
、
選
考
が
あ
り
ま
す
。

募
集
締
切
日　
２
月
６
日
㈪

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
独
立
行

政
法
人
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用

支
援
機
構
徳
島
職
業
能
力
開
発
促
進

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８
８

−

６
５
４

−

５
１
０
２
）
へ

催
し

市
婦
人
連
合
会
主
催

第
２
回
大
運
動
会
へ
ご
参
加
を

　

輝
く
女
性
の
和
を
つ
な
ご
う
。
み

ん
な
集
ま
れ
！
今
、
も
っ
と
も
輝
く

女
性
の
会
、
阿
南
市
婦
人
連
合
会
が

第
２
回
大
運
動
会
を
開
催
し
ま
す
。

近
所
の
絆
、
地
域
の
絆
を
再
発
見
し
、

楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　
２
月
19
日
㈰　

午
前
10
時
〜

場
所　
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
（
ス
ポ
ー
ツ

総
合
セ
ン
タ
ー
）
体
育
館

参
加
費　
無
料
（
賞
品
あ
り
）

申
込
方
法　
各
地
域
の
婦
人
会
長
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
市
婦
人
連
合
会　

池
添
（
☎
０
９
０

−

１
５
７
６

−

７

７
１
４
）
へ

催
しチ

ャ
リ
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

第
11
回「
ダ
ン
ス
の
集
い
」

日
時　
２
月
５
日
㈰　

午
後
１
時
〜

４
時

場
所　
夢
ホ
ー
ル
（
文
化
会
館
）　

視
聴
覚
室

問
い
合
わ
せ
は　
市
文
化
協
会
所
属

マ
ド
ン
ナ
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ　

吉
田

（
☎
27

−

０
１
５
４
）
へ

催
し

硬
式
テ
ニ
ス
生
き
生
き
交
流
戦

　

シ
ニ
ア
世
代
の
健
康
・
体
力
づ
く

り
や
親
睦
を
目
的
と
し
た
チ
ー
ム
交

流
戦
の
参
加
チ
ー
ム
を
募
集
し
ま
す
。

日
時　
３
月
４
日
㈰　

午
前
９
時
〜

場
所　
南
部
健
康
運
動
公
園
コ
ー
ト

編
成　
１
チ
ー
ム
６
人
（
男
性
４
人
、

女
性
２
人
）

参
加
費　
１
チ
ー
ム
６
千
円

募
集
締
切
日　
２
月
20
日
㈪

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
市

テ
ニ
ス
協
会　

田
井
（
☎
44

−

５
２

９
０
）
へ

相
談結

婚
相
談・登
録
者
受
付

　

阿
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

ま
じ
め
に
結
婚
を
考
え
て
い
る
独
身

の
方
か
ら
の
相
談
や
相
互
紹
介
、
出

会
い
交
流
会
の
場
な
ど
を
提
供
し
ま

す
。

相
談
日　
毎
週
月
曜
日
：
午
前
10
時

〜
午
後
３
時
・
毎
週
水
曜
日
：
午
前

10
時
〜
正
午
（
火
・
木
・
金
曜
日
は

随
時
電
話
受
付
）

場
所　
社
会
福
祉
協
議
会

登
録
手
続　
結
婚
支
援
連
絡
協
議
会

推
進
員
ま
た
は
社
協
に
て
手
続
き
が

で
き
ま
す
。（
個
人
情
報
は
目
的
以

外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。）

登
録
に
必
要
な
も
の　
結
婚
相
談
申

込
書
（
社
協
に
備
え
付
け
。
単
身
の

写
真
必
要
）

相
談
・
登
録
料　
無
料

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
市
富
岡
町
北

通
９
番
地　

社
会
福
祉
法
人
阿
南
市

社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
23

−

７
２
８

８
）
へ

市
民
の
情
報
ひ
ろ
ば
へ
の
掲
載

　

広
報
あ
な
ん
４
月
号
掲
載
の
原

稿
締
切
日
は
、
２
月
29
日
㈬
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

秘
書
広
報
課

（
☎
22

−

１
１
１
０
）
へ
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健康いきいき情報
教　室　名 日 時　　　間 内　　　容 対象年齢 講　　　師 持参物

阿波踊り体操教室
10日

㈮

受付・健康チェック
　　　 9：30〜
教室　10：00〜11：30

阿波踊り体操
（基本編、メタボリッ
クシンドローム予防・
改善編ほか）

どなたでも

徳島大学大学
開放実践センター
教授
田中俊夫さん

・タオル
・飲み物

高齢期からの
筋力アップ体操教室

16日
㈭

受付・健康チェック
　　　10：00〜
教室　10：30〜11：30

筋力をつけるための体
操を椅子に座って行い
ます

65歳以上
健康運動指導士
井上　澄さん

・健康手帳
・タオル
・飲み物

※教室開始30分前から健康チェックをしていますので、必ず
受けてください。

※体調の悪い方は、体操への参加をお断りすることがあります。
※教室へは、体操のできる服装でお越しください。
※３月の教室は休みます。
問い合わせは　保健センター（☎22−1590）へ

２月の健康体操教室
（場所：ひまわり会館）

達
者
で
お
ろ
な
健
康
教
室

　

人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
楽
し
く
て
た
め
に
な
る

こ
と
が
盛
り
だ
く
さ
ん
の
高
齢
者

（
お
お
む
ね
65
歳
以
上
）
の
憩
い
の

場
で
す
。

　

な
お
、
３
月
の
教
室
は
休
み
ま
す
。

と
き

と　
こ　
ろ

１
日
㈬
中
野
島
公
民
館
上
中
分
館

７
日
㈫
新
野
公
民
館

宝
田
公
民
館

８
日
㈬
那
賀
川
社
会
福
祉
会
館

加
茂
谷
総
合
セ
ン
タ
ー

10
日
㈮
桑
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

羽
ノ
浦
公
民
館

13
日
㈪
福
井
町
総
合
セ
ン
タ
ー

長
生
公
民
館

14
日
㈫
ひ
ま
わ
り
会
館

27
日
㈪
大
野
老
人
憩
い
の
家

橘
町
総
合
セ
ン
タ
ー

28
日
㈫
椿
公
民
館

椿
泊
老
人
憩
い
の
家

時
間　
中
野
島
・
新
野
・
那
賀
川
・

桑
野
・
福
井
・
大
野
・
椿
地
区
で
の

開
催
は
、
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
、

椿
泊
地
区
は
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

そ
の
他
の
地
区
で
は
、
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
で
す
。

内
容　
血
圧
測
定
、
検
尿
や
阿
波
踊

り
体
操
の
ほ
か
、
三
味
線
の
音
色
で

心
を
癒
し
ま
し
ょ
う
。

お
知
ら
せ

自
動
車
事
故
に
よ
る
交
通
遺
児
お
よ
び
重
度
後
遺
障
害
者
の
方
へ

交
通
遺
児
等
へ
の
育
成
資
金
貸
付

　

義
務
教
育
終
了
ま
で
育
成
資
金

（
無
利
子
）
が
借
り
ら
れ
ま
す
。

対
象　
自
動
車
事
故
に
よ
り
死
亡
ま

た
は
重
度
後
遺
障
害
者
と
な
ら
れ
た

方
の
０
歳
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で
の

お
子
さ
ま
。

貸
付
金
額　
▼
一
時
金
15
万
５
千
円

▼
毎
月
２
万
円
▼
入
学
支
度
金
４
万

４
千
円

返
済
期
間　
中
学
卒
業
後
20
年
以
内

（
高
校
・
大
学
等
に
進
学
す
る
場
合

は
、
卒
業
ま
で
猶
予
）

重
度
後
遺
障
害
者
へ
の
介
護
料
支
給

対
象　
自
動
車
事
故
が
原
因
で
、脳
・

脊
髄
ま
た
は
胸
腹
部
臓
器
を
損
傷
し
、

重
度
の
後
遺
障
害
を
持
っ
た
た
め
に
、

常
時
ま
た
は
随
時
の
介
護
が
必
要
な

状
態
に
あ
る
方
。

支
給
金
額　
①
常
時
の
介
護
が
必
要

な
方
の
う
ち
、「
重
度
後
遺
障
害
診

断
書
」
で
症
状
が
「
最
重
度
」
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
た
方
：
月
額
６
万
８

４
４
０
円
〜
13
万
６
８
８
０
円

②
前
記
以
外
で
常
時
の
介
護
が
必
要

な
方
：
月
額
５
万
８
５
７
０
円
〜
10

万
８
千
円

③
随
時
の
介
護
が
必
要
な
方
：
月
額

２
万
９
２
９
０
円
〜
５
万
４
千
円

問
い
合
わ
せ
は　
独
立
行
政
法
人
自

動
車
事
故
対
策
機
構
徳
島
支
所
（
☎

０
８
８

−

６
３
１

−
７
７
９
９
）
へ

　11月26日からマツダスタジアム（広島県）などで
開催された第３回西日本中学大会で、徳島県代表の阿
南シティホープが準優勝という輝かしい成績を収めま
した。
　阿南シティホープは、阿南市内外の中学生27人が
所属する創部６年目の硬式野球チームです。西日本大
会に出場するのは初めてでしたが、３回戦で３連覇を
狙う府中広島2000を５−２で撃破するなど快進撃を
みせ、県勢としては初の決勝進出を果たしました。決
勝では、広島北リトルシニアに１−３と惜敗。栄冠は
逃したものの準優勝と大健闘。３試合で完投勝利した
濱松誠也さん（羽ノ浦中２年）は優秀選手賞を受賞し
ました。

阿南シティホープが西日本中学大会で準優勝 !
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持
っ
て
く
る
も
の　
健
康
手
帳
（
無

い
方
は
交
付
し
ま
す
。）

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

−

１
５
９
０
）
へ

健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

　

今
月
は
体
組
成
を
測
定
し
ま
す
。

自
分
の
基
礎
代
謝
量
や
内
臓
脂
肪
の

状
態
な
ど
を
知
り
、
生
活
習
慣
病
の

予
防
等
健
康
管
理
に
お
役
立
て
く
だ

さ
い
。

日
時　
２
月
３
日
㈮　

午
前
10
時
〜

11
時

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

※
素
足
で
測
定
し
ま
す
。

※
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
装
着
者
は
測
定

で
き
ま
せ
ん
。

持
っ
て
く
る
も
の　
健
康
手
帳
、
健

診
の
結
果
等

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

−

１
５
９
０
）
へ

ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
に
ご
注
意
を

　

冬
季
を
中
心
に
、
感
染
力
の
強
い

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
を
原
因
と
す
る
「
お

う
吐
」
や
「
下
痢
」
な
ど
の
健
康
被

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
を
知
っ
て
、
感
染
を
予
防
し
ま

し
ょ
う
！

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
手
指
や
食
品
な

ど
を
介
し
て
、
人
に
感
染
し
て
下
痢

や
お
う
吐
等
の
胃
腸
炎
症
状
を
引
き

起
こ
し
ま
す
。
健
康
な
方
は
軽
症
で

回
復
し
ま
す
が
、
子
ど
も
や
お
年
寄

り
な
ど
は
重
症
化
し
た
り
し
ま
す
。

　

ま
た
、
感
染
者
の
お
う
吐
物
や
便

か
ら
も
感
染
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
処
理
を
さ
れ
る
場
合
は
、
手

袋
を
着
用
し
、
直
接
触
れ
な
い
よ
う

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

感
染
防
止
、
消
毒
や
汚
物
の
処
理

の
仕
方

①
カ
キ
な
ど
の
二
枚
貝
は
、
中
心
部

ま
で
十
分
加
熱
調
理
（
85
度
、
１
分

以
上
）
し
ま
し
ょ
う
。

②
調
理
の
前
、
食
事
の
前
、
ト
イ
レ

の
後
な
ど
は
、
石
け
ん
を
使
っ
て
手

洗
い
を
十
分
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
生
鮮
食
品
（
野
菜
、
果
物
）
を
十

分
洗
浄
し
ま
し
ょ
う
。

④
調
理
器
具
の
洗
浄
、
消
毒
を
こ
ま

め
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

※
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
は
効
果
が
弱

く
、
熱
湯
か
次
亜
鉛
素
酸
ナ
ト
リ
ウ

ム
（
塩
素
系
漂
白
剤
）
が
効
果
的
で

す
。

塩
素
系
漂
白
剤
の
注
意

・
酸
性
の
洗
剤
と
絶
対
に
混
ぜ
な
い

で
く
だ
さ
い
。
十
分
換
気
し
て
行
い

ま
し
ょ
う
。

・
ビ
ニ
ー
ル
手
袋
な
ど
を
使
用
し
、

直
接
手
指
等
の
消
毒
を
す
る
こ
と
は

絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

−

１
５
９
０
）
へ

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

（
羽
ノ
浦
さ
く
ら
保
育
所

　
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
）
☎44−
5059

日
時　
平
日　

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

３
日
㈮　

豆
ま
き

10
日
㈮　

お
話
を
聞
こ
う　
　
　
　

21
日
㈫　

お
誕
生
会

24
日
㈮　

身
体
計
測

（
母
子
手
帳
を
持
参)

28
日
㈫　

子
育
て
教
室
「
乳
幼
児
の

発
達
と
家
庭
の
し
つ
け
」

　
　
　
　

午
前
10
時
20
分
〜

講
師
：
寒
川
伊
佐
男
さ
ん

う
た
っ
て
あ
そ
ぼ
う　
７
日
㈫
・
14

日
㈫
・
17
日
㈮

　

手
遊
び
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を

し
ま
す
。

お
弁
当
タ
イ
ム　
午
前
11
時
45
分
〜

　

お
弁
当
持
参
で
楽
し
く
食
べ
て
い

ま
す
。
参
加
は
自
由
で
す
。

に
こ
に
こ
ひ
ろ
ば

（
今
津
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
）
☎42−
0720

日
時　
平
日　

午
前
９
時
30
分
〜
午

後
３
時

７
日
㈫　

や
さ
し
い
ト
ー
ル
ペ
イ
ン

ト
（
要
予
約
）

子育てひろば

つ
ど
い
の
広
場
・

す
く
す
く
in
阿
南

　

子
育
て
相
談
や
子
ど
も
と
保
護
者

間
の
交
流
の
場
で
す
。
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

時
間　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

8
日
㈬　

桑
野
公
民
館

10
日
㈮　

新
野
公
民
館

15
日
㈬　

長
生
公
民
館

22
日
㈬　

福
井
公
民
館

24
日
㈮　

加
茂
谷
公
民
館

　

ひ
ま
わ
り
会
館
す
こ
や
か
ル
ー
ム

で
の
開
催
は
１
日
㈬
・
３
日
㈮
・
７

日
㈫
・
14
日
㈫
・
17
日
㈮
・
21
日

㈫
・
28
日
㈫
・
29
日
㈬
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
こ
ど
も
課
（
☎
22

−

１
５
９
３
）
へ

講
師
：
松
田
賀
寿
子
さ

ん
・
加
治
尚
美
さ
ん

14
日
㈫　

お
話
の
ポ
ケ
ッ
ト

21
日
㈫　

な
ご
み
パ
ー
テ
ィ
ー

　
　
　
　

（
要
予
約
）

28
日
㈫　

お
誕
生
会

楽
し
み
！
ひ
な
祭
り

ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば

　
　
　
　
　（
橘
保
育
所
）
☎27−
1441

日
時　
平
日　

午
前
８
時
30
分
〜
正

午
・
午
後
２
時
30
分
〜
４
時

７
日
㈫　

み
ん
な
で
遊
ぼ
う

14
日
㈫　

お
話
い
っ
ぱ
い

21
日
㈫　

作
っ
て
遊
ぼ
う

28
日
㈫　

お
誕
生
会

な
か
よ
し
ひ
ろ
ば

（
平
島
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
）
☎21−
2002

日
時　
平
日　

午
前
９
時
〜
午
後
２

時7
日
㈫　

子
育
て
講
座
「
乳
幼
児
の

食
事
に
つ
い
て
」

14
日
㈫　

お
話
の
ポ
ケ
ッ
ト

21
日
㈫　

作
っ
て
遊
ぼ
う

28
日
㈫　

お
誕
生
会

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

　

お
子
さ
ん
が
す
こ
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
を
願
い
、
育
児
を
支
援

し
て
い
ま
す
。
子
育
て
相
談
も
各
施
設
で
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。
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23
日
㈭　

お
誕
生
会

24
日
㈮　

お
話
こ
ろ
り
ん

27
日
㈪　

お
ひ
な
さ
ま
制
作

※
行
事
に
よ
っ
て
は
有
料
・
事
前
の

申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
那
賀
川
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８
８
５

−

38

−

１
１
６
３
）
へ

子
育
て
ワ
イ
ワ
イ
ト
ー
ク

　

赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
の
交
流
の

　まだ字が読めない子どもは、お母さんに本を

読んでもらうことによって、本の楽しさを知っ

ていきます。

　二人でソファに寄りかかったり、膝の上に子

どもを乗せたりして、お母さんの声やぬくもり

を感じられる状態で読んであげるとよいでしょ

う。

　また、寝る前に読み聞かせをしている人も多

いようです。大好きなお母さんの声を聞きなが

ら、だんだん気持ちよくなって、安心して眠り

につけるというよい眠りへの導入にもなります。

絵本タイムを親子のふれあいのひとときにして

はいかがでしょうか。	 学校教育課　

− 絵本タイムを楽しみましょう −

子育て一言メモ

場
で
す
。
予
約
は
い
り
ま
せ
ん
。

対
象　
１
歳
未
満
の
赤
ち
ゃ
ん
（
計

測
は
１
歳
半
ま
で
）

内
容　
▼
身
体
計
測
（
受
付
開
始
か

ら
30
分
間
実
施
）
▼
「
親
子
ふ
れ
あ

い
遊
び
」（
受
付
開
始
30
分
後
か
ら
）

▼
育
児
相
談

２月

受
付
時
間

場　
　
　
所

13日㈪
10：00
〜
11：00
羽
ノ
浦
公
民
館

13：30
〜
14：30
橘
町
総
合
セ
ン
タ
ー

14日㈫
10：00
〜
11：00
ひ
ま
わ
り
会
館

13：30
〜
14：30
那
賀
川
社
会
福
祉
会
館

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

−

１
５
９
０
）
へ

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン

の
投
与

日
時　
２
月
８
日
㈬
・
22
日
㈬　

午

後
１
時
30
分
〜
２
時

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

対
象
者　
生
後
３
カ
月
か
ら
生
後
90

カ
月
に
至
る
ま
で
の
間
に
あ
る
子

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳
、

予
診
票

※
料
金
は
無
料
で
す
。

※
１
回
目
と
２
回
目
の
間
隔
は
、
６

週
間
以
上
あ
け
て
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

−

１
５
９
０
）
へ

平
成
24
年
度

「
サ
ポ
ー
ト
マ
マ
」募
集
！ 

　

子
ど
も
が
好
き
な
方
で
、
乳
幼
児

健
診
や
相
談
の
場
で
、
育
児
中
の
お

母
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
け

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

募
集
期
間　
２
月
１
日
㈬
〜
20
日
㈪

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

−

１
５
９
０
）
へ

親
子
教
室「
シ
ル
バ
ー
マ
マ
」

教
室　
は
ろ
ー
！
英
語
de
あ
そ
ぼ
う

レ
ッ
ツ
・
ト
ラ
イ
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ

お
ひ
さ
ま
ひ
ろ
ば

日
時　
平
日　

午
前
９
時
〜
午
後
４

時１
日
㈬　

お
店
や
さ
ん
ご
っ
こ
打
ち

合
わ
せ

２
日
㈭　

お
に
の
お
面
作
り

３
日
㈮　

高
齢
者
と
の
ふ
れ
あ
い
会

６
日
㈪　

英
語
で
遊
ぼ
う

13
日
㈪　

発
育
計
測
・
健
康
相
談

20
日
㈪　

発
育
計
測

22
日
㈬　

お
店
や
さ
ん
ご
っ
こ

ュ
！

対
象　
市
内
在
住
の
就
学
前
の
お
子

様
（
２
〜
５
歳
児
）
と
保
護
者

日
時　
２
月
21
日
㈫　

午
前
10
時
〜

正
午

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館
１
階　

健
康

ル
ー
ム

内
容　
英
語
で
楽
し
く
遊
ぶ

定
員　
15
組
（
申
込
順
）

申
込
方
法　
２
月
13
日
㈪
〜
20
日
㈪

の
間
に
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
教
材
費
必
要
。
託
児
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局
（
☎
23

−

２

６
３
０
）
へ

　

平
成
24
年
４
月
か
ら
那
賀
町
・
美

波
町
の
保
育
所
へ
の
広
域
入
所
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
広
域
入
所
の
実
施
に
つ

い
て
は
、
保
護
者
の
勤
務
地
や
勤
務

時
間
の
都
合
に
よ
り
、
市
内
の
保
育

所
に
入
所
し
た
場
合
に
児
童
の
送
迎

等
に
無
理
が
生
じ
る
な
ど
の
理
由
や

入
所
を
希
望
す
る
各
町
の
保
育
所
が

受
入
れ
可
能
な
状
態
で
あ
る
こ
と
が

条
件
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
広
域
入
所
の
申
込
み
や
手

続
き
は
、
こ
ど
も
課
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
こ
ど
も
課
（
☎
22

−
１
５
９
３
）
へ

保
育
所
広
域
入
所
実
施
の
お
知
ら
せ
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編集室の

窓

２月の休日・夜間診療

●休日昼間午前９時〜午後５時

日 医療機関名 所在地 問い合わせは
５ 松尾医院 内 原 町 ☎26−1559

11 殿谷整形外科医院 津乃峰町 ☎27−3334

12 村上内科外科医院 那賀川町 ☎42−3110

19 井原医院 見能林町 ☎21−0021

26 益崎胃腸科内科医院 那賀川町 ☎42−0022

※市内の休日医療機関は、変更される場合がありますので、
　阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●夜間（毎日）の当番午後5時〜11時
市内の医療機関または阿南医師会中央病院内
※阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●小児救急医療体制
24時間365日徳島赤十字病院が小児救急患者を受け入れています。

（事前の電話連絡は不要です。）

軽症でも急いで治療の必要がある場合、市内の医療機関で受診

できます。

２月の市税

問い合わせは　納税課（☎22−1792）へ

〜 市税の納付は口座振替が安全で便利です 〜

市税の納め忘れはありませんか。今一度、確認をお願いします。

市税日曜相談窓口（市役所1階納税課・税務課）
２月26日㈰　8:30〜17:00

スポーツ施設２月の休館日
サンアリーナ ６・13・20・27日

那賀川スポーツセンター １・８・15・22・29日

羽ノ浦総合国民体育館 ６・13・20・27日

羽ノ浦健康スポーツランド ６・13・20・27日

２月の相談日
日 　開催日　　 時 　時間

所 　場所　　　 問 　問い合わせ先

法律相談（要予約） ２日㈭・16日㈭

時 　13:30〜16:30　 
所 　市役所１階　市民相談室

問 　市民生活課　☎22−1116
※３月の予約は２月１日㈬から受付。

行政相談　　　　　 14日㈫・28日㈫

時 　9:30〜11:30

所 　市役所１階　市民相談室

問 　市民生活課　☎22−1116

登記相談　　　　　 24日㈮

時 　14:00〜16:00　　 所 　ひまわり会館

問 　市民生活課　☎22−1116

消費生活相談 　　　　平日開館

時 　9:30〜16:30　　  所 　消費生活センター

問 　消費生活センター　☎24−3251

特設人権相談 　　　　　８日㈬

時 　13:30〜16:00

所 　富岡公民館・那賀川社会福祉会館

問 　人権・男女参画課　☎22−3094

人権相談　　　　　　 　10日㈮

時 　13:30〜16:00　　 所 　ひまわり会館１階

問 　人権・男女参画課　☎22−3094

女性の生き方なんでも相談（要予約）

日 　7・14・21・28日　 時 　13:00〜17:00

日 　10・24日　 時 　13:00〜16:00

所 　市民会館２階　相談室

問 　男女共同参画室分室　☎22−0361

年金相談（要予約）　　　　　　 今月はありません

時 　9:00〜15:30　　　 所 　市商工業振興センター

問 　徳島南年金事務所　☎088−652−1511
※３月の相談日は１日㈭です。相談は１カ月前から電話によ

る完全予約制となっています。

健康相談　　　　　　 　　３日㈮

時 　10:00〜11:00　　 所 　ひまわり会館

問 　保健センター　☎22−1590

栄養相談（要予約） 　　16日㈭

時 　10:00〜11:00　　 所 　ひまわり会館

問 　保健センター　☎22−1590

子育て家庭教育相談　　　　　　 12日㈰

時 　9:00〜12:00　　 所 　富岡公民館

問 　教育委員会生涯学習課　☎22−3391

心配ごと相談 ６日㈪・13日㈪・20日㈪・27日㈪

時 　10:00〜15:00

所 　市民会館内社会福祉協議会

問 　社会福祉協議会　☎23−7288

人口と世帯数 公共下水道受益者負担金

人口　 77,316 人 （−52）

（男） 37,297 人 （−27）

（女） 40,019 人 （−25）

世帯数　29,496世帯（＋ 1）

※平成23年12月末日現在 (　 )内は前月対比

２月の納期限
・分割納付の第３期

　　　　　　（２月29日㈬）

問い合わせは
下水道課（☎22−1796へ）

　昨年10月、香川県が県名を「うどん
県」に改名するという観光プロモーション
を展開し、日本の観光業界を席巻したこと
は記憶に新しいところです。その２カ月後

の12月、今度は香川県丸亀市が市名を「骨付鳥市」に
改名する観光振興作戦を打ち出しました。実際に県名や
市名を改名するものではありませんが、このユニークな
取り組みが世間の注目を浴びています。本市も７月から
観光ホームページを開設するなどさまざまな取り組みを
行っていますが、仮に阿南市の市名を改名するとしたら
皆さんなら「？市」としますか。（山田）広報27



ぶらりまち紀行

　

１
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
有
し
な
が
ら
、
幾
度
と
な
く
存
続

の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
き
た
伝
統
の
舞
が
、
地
域
住
民
の
手
で

息
を
吹
き
返
そ
う
と
し
て
い
る
。

　

テ
ン
テ
ン
、
ツ
ク
ツ
ク
、
テ
ン
、
ツ
ク
ツ
ク
。
三
味
線
と
締

太
鼓
の
囃
子
に
合
わ
せ
て
獅
子
が
舞
い
踊
る
「
原
の
獅
子
舞
」

は
、
そ
の
昔
、
京
都
の
行
者
が
伝
え
た
と
い
わ
れ
て
い
る
原
地

区
の
民
俗
芸
能
。
市
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
、
八

幡
神
社
の
秋
の
例
祭
で
は
、
祭
り
の
華
と
し
て
人
々
に
親
し
ま

れ
た
。
し
か
し
、
後
継
者
不
足
の
悩
み
は
尽
き
な
か
っ
た
。
70

年
近
く
獅
子
舞
の
保
存
活
動
に
力
を
傾
注
し
て
き
た
生
原
保
一

さ
ん
（
75
歳
）
は
、「
小
さ
い
頃
か
ら
民
俗
芸
能
の
面
白
さ
を

体
感
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
後
継
者
の
育
成
に
つ
な
が
る
の
で

は
」
と
、
市
の
伝
統
文
化
復
活
事
業
を
活
用
し
て
、
昨
年
12
月

か
ら
体
験
教
室
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
集
ま
っ
た
17
人
の
受
講

生
は
、２
月
25
日
の
「
村
お
こ
し
伝
統
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

出
演
に
向
け
て
練
習
に
励
ん
で
い
る
。

　
「
の
た
う
ち
」「
雲
舞
い
」「
谷
返
り
」
の
３
つ
の
舞
す
べ
て

を
踊
り
終
え
る
の
に
、
１
時
間
以
上
も
か
か
る
と
い
う
情
熱
的

な
舞
。
先
人
た
ち
の
思
い
を
今
に
受
け
継
ぐ
「
原
の
獅
子
舞
保

存
会
」
の
皆
さ
ん
に
笑
顔
が
戻
っ
て
い
る
。

阿南ふるさと「阿南市」のすばらしい魅力を再発見第67回

続
け
て
い
く
こ
と
の
難
し
さ
を
知
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ

今
回
の
試
み
を
契
機
に
　
保
存
活
動
を
活
性
化
し
た
い

伝
統
と
い
う
た
す
き
を
地
域
の
絆
で
未
来
へ
と
つ
な
ぐ

「
原
の
獅
子
舞
」
の
新
た
な
挑
戦
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る

原
の
獅
子
舞（
那
賀
川
地
区
）

〜
地
域
の
輝
き
〜


